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公
民
館
の
活
動

現
在
、
市
内
に
は
３
０
２
の
自
治
公

民
館
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
と
な
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
住
民
の
価
値
観
の
変

化
な
ど
、
地
域
の
課
題
は
多
様
化
し
て

い
ま
す
。
自
治
公
民
館
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
環
境
美
化
や
防
災
対
策
に
加
え
、

少
子
高
齢
化
に
伴
う
地
域
福
祉
へ
の
新

た
な
取
り
組
み
な
ど
、
そ
こ
で
暮
ら
す

住
民
の
一
人
一
人
が
生
活
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
輪=

助
け
合
い
の
輪

東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
降
、
地
域

の
在
り
方
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

見
直
さ
れ
、
地
域
の
連
帯
感
や
住
民
に

よ
る
住
民
の
た
め
の
自
治
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
過
去
に
発
生
し
た
災
害
を

見
て
も
、
被
災
し
た
人
た
ち
に
対
す
る

支
援
物
資
の
手
配
や
避
難
所
の
運
営
な

ど
、
災
害
時
に
お
け
る
自
治
公
民
館
の

役
割
は
大
き
く
、
地
域
と
切
り
離
し
て

考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
安
全
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

自
治
公
民
館
の
果
た
す
役
割
を
考
え
、

地
域
に
こ
う
し
た
活
動
の
輪
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

自
治
公
民
館
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

自
治
公
民
館
を
支
え
て
い
る
の
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
で
す
。
持
ち
家
だ
け
で

な
く
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

に
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
も
無
縁
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
自
治
公

民
館
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
加
入
す

る
に
は
、
地
域
の
自
治
公
民
館
長
や
市

役
所
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

身
近
な
暮
ら
し
を
支
え
る

　
　
　

�
昔
か
ら
人
々
は
身
近
な
地
域
に
住
む
人
た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
、
住
み
よ
い

環
境
や
安
心
で
き
る
社
会
を
築
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
地
域
社
会
を

取
り
巻
く
環
境
は
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
一
番
身
近
な
助
け

合
い
の
輪
の
中
心
に
あ
る
自
治
公
民
館
。
皆
さ
ん
も
自
治
公
民
館
の
役
割
を

も
う
一
度
見
直
し
、
一
番
身
近
な
助
け
合
い
の
輪
に
加
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

☎
23

−
７
１
４
６

①快適で住みよいまちづくり
　�公園や道路脇の草刈り、河川清
掃、ごみステーションの管理、
リサイクル活動など

②安全・安心なまちづくり
　�自主防災訓練や子どもの通学時
の見守り、防犯灯の設置や維持
管理など

③地域の福祉・教育の向上
　�高齢者の見守り活動や敬老会の
開催、伝統行事や民俗芸能の伝
承活動など

④�お互いの顔が見える、触れ合い
の場を提供

　�六月灯や夏祭り、十五夜、運動
会、文化祭、節分、オネッコな
どの地域の祭り、レクリエーシ
ョンの開催など

⑤�壮年部、婦人部、子ども会など
各団体の支援

　�祭りやイベントなどの共催、活
動費の助成など

自
治
公
民
館

自治公民館の果たす役割

④

⑤

①

②

③
①グラウンドゴルフ教室（一万城東部自治公民館）
②夏祭り（菖蒲原自治公民館）	 ③横市川クリーン作戦
④かせだうり（薄

すすきだに

谷自治公民館）	 ⑤敬老会（菓子野町宮島地区）
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膝の手術をしてから、思うように歩
くことができずにいますが、健康のた
めに少しでも家の周りを歩くようにし
ています。日頃から健康に気をつけて

いますが、いざとい
うときのために、こ
の安心・安全カード
があると心強いです。

地
区
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
20

世
帯
に
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
や
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
連
絡
先
、
緊
急
連

絡
先
な
ど
を
記
入
で
き
る
「
安
心
・
安

全
カ
ー
ド
」
を
５
年
前
か
ら
配
布
。
マ

グ
ネ
ッ
ト
式
の
こ
の
カ
ー
ド
は
、
自
宅

の
冷
蔵
庫
な
ど
に
貼
っ
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
し
る
し
た
地

図
を
作
成
。「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

や
行
政
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
て
た
い
。
そ

し
て
遠
方
に
い
る
家
族
に
も
安
心
し
て

市
内
で
唯
一
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運

行
し
て
い
る
有
水
地
区
。
第
13
自
治
公

民
館
で
は
、
自
治
公
民
館
だ
け
で
な
く

子
ど
も
た
ち
の
家
族
も
加
わ
っ
た
「
見

守
り
隊
」
が
、
子
ど
も
た
ち
の
登
校
時

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。「
見
守

り
隊
を
始
め
て
、
７
年
ほ
ど
が
経
過
。

現
在
ま
で
大
き
な
事
故
も
な
く
、
子
ど

も
た
ち
が
笑
顔
で
元
気
に
通
学
す
る
姿

に
逆
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と

話
す
石
田
さ
ん
。
ま
た
、
道
端
で
会
っ

て
も
子
ど
も
の
方
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
の
成

長
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い

い
ま
す
。

公
民
館
で
は
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く

高
齢
者
の
見
守
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

高
城
地
区
第
13
自
治
公
民
館（
１
６
７
世
帯
）

館
長　

石
田
　
了さ

と
る

さ
ん

子
ど
も
と
高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

子どもの登校を見守る「見守り隊」

も
ら
い
た
い
」
と
思
い
を
語
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
高
城
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
事
業
の
中
で
、「
配
食
サ
ー
ビ

ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
年
７
回
程
度
弁
当
を
配
達
。
と
き

に
は
、
対
象
者
を
公
民
館
へ
呼
ん
で
参

加
者
全
員
で
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
や
輪
投

げ
、
ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
た
り
、
一

緒
に
弁
当
を
食
べ
た
り
し
て
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
13
（
代
表

　

小
浜
洋
子
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
が
作
っ

た
手
作
り
弁
当
。「
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
っ
て
い
る
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
お
弁
当

を
配
る
だ
け
で
は
な
く
、
話
し
相
手
や

一
人
一
人
の
健
康
管
理
、
困
り
ご
と
の

相
談
な
ど
、
高
齢
者
の
見
守
り
も
し
て

い
ま
す
」
と
話
す
石
田
さ
ん
。

こ
う
し
た
活
動
の
ほ
か
に
も
、
道
路

清
掃
の
奉
仕
作
業
や
夏
祭
り
の
開
催
な

ど
、
地
区
の
行
事
に
も
た
く
さ
ん
の
人

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
環
境
な
ど
、

第
13
自
治
公
民
館
の
良
い
と
こ
ろ
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
中
で
、
一
人

も
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

こ
れ
か
ら
も
気
配
り
を
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
と
高
齢
者

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
」
と
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

横山ナツエさん
（高城町有水）

心
強
い
味
方

「
安
心
・
安
全
カ
ー
ド
」

インタビュー
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市職員の給与・定員状況をお知らせします。
市職員の給与や定数は、民間給与実態調査に基
づいた人事院勧告を受けて定められている国家
公務員の給与などに準じて、条例や規則で定め
ています。

　◎問い合わせ
　　給与については　職員課　　　☎23―2119
　　定数については　行政改革課　☎23―7161

❸ 職員の平均給料月額および平均年齢の状況
区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 328,833円 43.3歳

技能労務職 338,226円 46.1歳

❹ 職員の初任給の状況

区　分
都城市

国
初任給 採用２年経過日

大学卒 172,200円 184,200円
本市と同額

高校卒 140,100円 148,500円

❺ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　分 経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数20年
以上25年未満

大学卒 272,964円 328,460円 364,812円

高校卒 225,208円 274,811円 333,607円

❻ 職員手当の状況
区　分 都城市 国

期末・　
勤勉手当

	 期末手当 勤勉手当

全
て
本
市
と
同
じ
で
す

６月期 1.225月 0.675月

12月期 1.375月 0.675月

　計 2.600月 1.350月
職制上の段階などによる加算措置あり

退職手当

 自己都合 　定年

勤続20年 23.5 月分 30.55月分

勤続25年 33.5 月分 41.34月分

勤続35年 47.5 月分 59.28月分

最高限度 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置

　２～20％加算

扶養手当
配偶者 月額13,000円
配偶者以外 1人につき月額 6,500円

住居手当 借家 最高月額27,000円

通勤手当
交通機関利用者 最高月額55,000円
交通用具利用者（片道2km以上）

月額2,000円～24,500円

❶ 人件費の状況（平成22年度普通会計決算）

※�人件費には、職員給与のほか特別職や各種委員
会委員の報酬などが含まれています

❷ 給与費の状況（平成24年度普通会計予算）

※給与費とは、一般職と特別職の給与のことです

市職員の

その他
606億9,161万3千円
83.6％

給料
52億6,829万6千円
58.7％

期末・勤勉手当
18億7,845万8千円
21.0％

職員手当
18億2,352万4千円
20.3％

人件費
118億7,623万9千円
16.4％

給与・
定員状況
給与・
定員状況
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❾ 部門別職員数の状況� 【各年４月１日現在　▲は減員】

区　分
職員数 対前年

増減数 主 な 増 減 の 理 由 等
平成23年 平成24年

一
般
行
政
部
門

議　会 10 10 − 　

総　務 295 288 ▲ 7
（増）総合支所長の設置、まちづくり協議会事務
（減）	文化振興財団派遣職員の廃止、法制事務の見直し、危

機管理業務の見直し
税　務 115 101 ▲14 （減）総合支所財務事務の見直し、家屋特定作業の終了

民　生 185 174 ▲11 （増）保育所調理業務（減）総合支所健康福祉業務の見直し、年金業務の見直し

衛　生 123 123 − （増）一般廃棄物処理施設管理事務職員の欠員補充
（減）清掃工場業務の一部委託

農　水 129 129 − （増）農林関係用地業務の増
（減）高崎総合支所畜産関係業務の見直し

商　工 27 29 2 （増）ジオパーク推進連絡協議会事務局への派遣（減）観光協会派遣職員の廃止
土　木 137 139 2 （増）	東日本大震災の復興へ向けた職員派遣
小　計 1,021 993 ▲28

特
別
行
政
・　
　
　
　

公
営
企
業
等
会
計
部
門

教　育 140 134 ▲ 6
（増）中学校技術員の配置見直し
（減）	小学校技術員の配置見直し、指定文化財事務の見直

し、図書館業務委託の拡大
消　防 182 182 − 　
水　道 62 62 −
下水道 33 32 ▲ 1 （減）農業集落排水施設使用料徴収事務の見直し
その他 92 93 1 （増）国保事業収納事務の増
小　計 509 503 ▲ 6

総合計 1,530 1,496 ▲34
（注１）　�職員数は、部門別の一般職に属する職員数（教育長を含む）で、地方公務員の身分を保有する休職者や派遣職員

などを含み、臨時および非常勤職員を除いています
（注２）　�各部門は、国の調査（地方公共団体定員管理調査）に基づく分類であり、本市行政組織上の各部局と一致するも

のではありません

本市の人事制度の概況は、「都城市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、ホームページの「市政情報」≫「人事行政・職員採用」に掲載していま
すので、そちらもご覧ください。

❽ 特別職の給料・報酬の状況
区　分 給与・報酬 期末手当
市　長 940,000円

支給割合

６月期　1.40月分

12月期　1.55月分

　計　　2.95月分

副市長(総括担当) 755,000円

副市長(事業担当) 675,000円

議　長 500,000円

副議長 420,000円

議　員 400,000円

❼ 一般行政職の級別職員数の状況
区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級

主事・技師
60 人 6.1％

２級 76 人 7.8％
３級 主査 176 人 18.0％
４級 副主幹・主査 374 人 38.3％
５級 副課長・主幹 194 人 19.8％
６級 課長 80 人 8.2％
７級 部長 18 人 1.8％
計 978 人 100％

❿ 職員の処分の状況
平成 23 年度に休職処分された職員は９人で、処分理由は９人とも、病気休職となっています。
懲戒処分を受けた職員総数は１人で、処分理由は、県青少年健全育成条例違反となっています。

※�表❸～❽は、平成24年４月１日現在のものです。また、表❹、❺、❼は、一般行政職の状況です

都城市
で検索
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６
月
議
会
で
は
、
６
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
23
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

　
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

�

質 

太
陽
光
発
電
以
外
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
と
こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

�

答 

本
市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
状
況
で
す
が
、
風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、

風
速
の
数
値
が
低
く
風
力
発
電
に
適
さ
な

い
地
域
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
導
入
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
後
の
導
入
の
可
能

性
も
低
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
水
利
権

や
水
量
確
保
の
問
題
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
地
熱
発
電
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

平
成
24
年
６
月
議
会

２４年度補正予算（2件 ）
【一般会計】� 3億　241万2千円
【特別会計】� 7,698万1千円
条例の一部改正（3件 ）　
◇�都城市印鑑登録及び証明に関する条例
の一部を改正する条例の制定について
◇�都城市火災予防条例の一部を改正する
条例の制定について� ほか１件
その他 （11 件 ）
◇財産の取得について� ほか10件
諮問（1件）
◇�人権擁護委員候補者の推薦につき議会
の意見を求めることについて　　
議員提出議案（3件）
◇�「防災・減災ニューディール」による
社会基盤再構築を求める意見書
� ほか２件
請願（3件）
◇�都城市郡医師会病院建設の地元業者へ
の優先発注に関する請願書� ほか２件
報告（6件 ）
◇専決処分した事件の報告について
� ほか５件

な
設
備
に
な
る
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
物
由
来
の
資
源
を
再
利
用
し
た
施

設
と
し
て
は
、
畜
ふ
ん
を
利
用
し
た
施

設
が
２
カ
所
、
製
材
く
ず
を
利
用
し
た

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
と
焼
酎
か

す
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー

施
設
が
各
１
カ
所
稼
働
中
で
す
。
本
市

は
、
生
物
由
来
の
資
源
が
豊
富
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
、
バ
イ
オ
マ
ス
を

利
用
し
た
施
設
は
増
え
て
い
く
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
は
、

環
境
基
本
計
画
で

も
重
点
施
策
と
位

置
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
も
推

進
や
啓
発
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

◆
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
の
解
消
に

　
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

�

質
１ 

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
の
状
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

�

答
１ 

昨
年
度
の
不
登
校
児
童
・
生
徒

数
は
、
小
学
生
12
人
、
中
学
生
１
０
０

人
、
合
計
１
１
２
人
で
、
平
成
22
年
度

と
比
較
す
る
と
13
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
の
不
登
校
傾
向
に

あ
る
児
童
・
生
徒
数
は
、
４
月
現
在
小

学
生
４
人
、
中
学
生
59
人
、
合
計
63
人

で
、
昨
年
の
４
月
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
に

あ
り
ま
す
。

質
２　
不
登
校
の
原
因
お
よ
び
対
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
２　
不
登
校
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

家
庭
の
事
情
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
友

人
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
や
非
行
な
ど
の
問

題
行
動
に
よ
る
も
の
、
生
活
リ
ズ
ム
の

乱
れ
か
ら
学
校
生
活
に
適
応
で
き
な
い

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

不
登
校
を
減
ら
す
た
め
に
各
学
校
で

は
、
定
期
的
に
い
じ
め
不
登
校
対
策
委

員
会
を
開
催
し
、
学
級
担
任
だ
け
で
な

く
全
職
員
が
、
児
童
・
生
徒
の
不
登
校

の
状
況
を
把
握
し
、
連
携
し
て
不
登
校

へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
も
、
ス
ク
ー

ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
不
登
校
児
童
・
生

徒
や
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
不
登
校

の
解
消
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。中

で
も
、
学
校
生
活
に
適
応
す
る
こ

と
が
難
し
い
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、

適
応
指
導
教
室
を
開
設
し
、
４
人
の
教

育
相
談
員
が
学
校
復
帰
に
向
け
た
学
習

指
導
や
生
活
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
第
３
回
市
議
会
が
、
６
月
４
日
か
ら
22
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
24
年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
市
長

提
出
議
案
16
件
、
諮
問
１
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
、
請
願
３
件
（
う
ち
１
件
は

継
続
審
査
分
）、
報
告
６
件
の
合
計
29
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
請
願
１
件

が
不
採
択
と
な
っ
た
ほ
か
は
す
べ
て
可
決
、
同
意
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

62012.9



◆�

学
校
給
食
に
お
け
る

　
地
産
地
消
の
状
況
に
つ
い
て

�
質
１ 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
地
産
地

消
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

�

答
１ 
市
内
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
前
年
度
の
地
産
地
消
の
状
況
は
、

県
内
産
の
青
果
と
肉
類
を
合
わ
せ
た
使

用
品
目
数
の
割
合
が
40
・
85
㌫
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
都
城
産
の
青

果
や
牛
肉
、
豚
肉
な
ど
の
肉
類
な
ど
の

割
合
は
17
・
88
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
２　
米
飯
用
の
米
を
地
元
か
ら
納
入

で
き
な
い
の
は
、
な
ぜ
か
伺
い
た
い
。

答
２　
学
校
給
食
で
使
用
し
て
い
る
米

は
、
県
の
学
校
給
食
会
を
通
じ
て
購
入

し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
安
価
で
価
格
が
一
定

し
て
い
て
、
一
等
米
と
二
等
米
の
優
良

米
を
安
定
的
に
供
給
し
て
も
ら
え
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
産
米
の

提
供
に
も
可
能
な
限
り
応
じ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
玄
米
と
精
米
の

段
階
で
㈶
日
本
穀
物
検
定
協
会
の
検
定

を
受
け
、
ま
た
、
設
備
の
充
実
し
た
工

場
で
精
米
し
た
米
で
あ
る
た
め
、
品
質

と
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
の
米
使
用
量
は
、
約

１
６
２
㌧
で
す
。
同
じ
量
を
同
じ
条
件

で
納
入
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
元

業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、

そ
の
場
合
、
関
係
機
関
と
の
協
議
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

◆
震
災
が
れ
き
の
処
理
に
つ
い
て

質
１　
本
市
の
清
掃
工
場
が
設
置
し
て

い
る
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
、
放
射
性
物

質
は
除
去
で
き
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
１　
排
ガ
ス
中
の
微
粒
子
の
灰
を
除

去
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る
高
性
能

の
排
ガ
ス
処
理
装
置
で
あ
る
バ
グ
フ
ィ

ル
タ
ー
で
、
排
ガ
ス
中
に
含
ま
れ
る
セ

シ
ウ
ム
は
、
99
・
９
㌫
除
去
で
き
る
と

す
る
専
門
家
の

所
見
が
あ
り
ま

す
の
で
、
本
市

の
清
掃
工
場
に

設
置
し
て
い
る

バ
グ
フ
ィ
ル

タ
ー
で
も
同
様

の
能
力
が
あ
る

と
見
込
ま
れ
ま

す
。

質
２　
最
終
処
分
場
は
、
も
と
も
と
放

射
性
物
質
の
搬
入
は
想
定
し
て
い
な
い

が
、
処
分
で
き
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
２　
広
域
処
理
の
対
象
と
な
る
廃
棄

物
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
不
検
出
ま

た
は
低
濃
度
で
、
岩
手
・
宮
城
両
県
の

安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
も
の
に
限
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
受
け
入

れ
て
い
る
自
治
体
に
お
い
て
は
、
焼
却

処
理
後
、
焼
却
灰
を
埋
め
立
て
処
理
し

て
い
ま
す
。

志
和
池
や
高
崎
、
三
股
町
の
最
終
処

分
場
に
つ
い
て
は
、
震
災
前
に
開
設
し

て
い
る
の
で
、
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下

の
も
の
に
つ
い
て
だ
け
が
、
一
般
廃
棄

物
と
し
て
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
１
０
０
ベ
ク
レ
ル

を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
想
定
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
処
理
で
き
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
仮
に
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下

の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最
終
処

分
場
周
辺
の
住
民
の
ご
理
解
が
第
一
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆
都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
の

　
将
来
像
に
つ
い
て

�

質　
都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
の
将
来

像
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
た

い
。

�

答 

現
在
の
市
の
構
造
的
な
課
題
と
し

て
、
南
部
地
域
で
は
人
口
が
増
加
し
て

い
る
も
の
の
、
北
部
地
域
で
は
減
少
し

て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
北
部
地
域
の
雇
用
の

場
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
一
番
の

近
道
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
し
い
企
業
が
進
出
す
る

こ
と
で
、
産
官
学
や
産
業
間
の
連
携
な

ど
が
図
ら
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

も
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

将
来
、
都
城
志
布
志
道
路
が
都
城
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
接
続
す
る
こ
と
で
、

こ
の
工
業
団
地
の
魅
力
も
増
し
、
サ
ブ

シ
テ
ィ
エ
リ
ア
の
将
来
性
が
高
ま
る
と

思
い
ま
す
。

そ
の
活
性

化
の
起
爆
剤

と
し
て
、
イ

ン
タ
ー
工
業

団
地
の
造
成

と
企
業
誘
致

を
し
っ
か
り

進
め
て
い
き

た
い
と
考
え

ま
す
。傍聴においでください

市議会は、３月、６月、９月、12 月の定例会や臨
時会で、市民の生活に関係の深い議案や請願などを
審議します。

傍聴席は、市役所西館６階にありますので、ご自
由においでください。
　ＢＴＶケーブルテレビのチャンネルと録画放送の
開始時間が変更になりました。チャンネルはデジタ
ル121ch、時間は22時から20時に変更しました。
◎問い合わせ　議会事務局　☎23-7869

整備が進む都城インター工業団地
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国
で
は
防
災
の
日
を
含
む
８
月
30
日

か
ら
９
月
５
日
ま
で
を
防
災
週
間
と
定

め
て
い
ま
す
。
日
本
は
地
震
や
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
が
発
生
し
や
す
い
国
で

す
。
こ
う
し
た
災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
は
、
日
頃
か
ら
家
庭
内
で
非
常
時

の
連
絡
手
段
や
避
難
所
を
確
認
し
た
り
、

地
域
で
の
防
災
活
動
な
ど
に
積
極
的
に

参
加
し
た
り
し
な
が
ら
、
各
家
庭
と
地

域
が
互
い
に
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
特
に
災
害
時
に
は
公
的
機
関

が
行
う「
公
助
」に
は
限
界
が
あ
る
の
で
、

普
段
か
ら
こ
う
し
た
「
自
助
」「
共
助
」

を
充
実
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
大

正
12
年
の
こ
の
日
に
起
き
た
関
東
大
震

災
を
教
訓
に
、
災
害
に
備
え
よ
う
と
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
台
風

な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
発
生
し
や
す

く
、
今
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
災
害
か
ら
自
分
や
家
族
の
身

を
守
る
た
め
に
各
家
庭
で
ど
の
よ
う
に

備
え
た
ら
よ
い
か
を
、
防
災
の
日
を
機

に
、も
う
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

−

２
１
２
９

い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
避
難
時
の
心
得
に
つ
い
て

家
族
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
安
全
な
避
難
路
の
確
認

避
難
所
ま
で
の
経
路
は
あ
ら
か
じ
め

自
分
た
ち
で
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
正
確
な
情
報
収
集
と
自
主
避
難

最
新
の
気
象
情
報
や
避
難
情
報
を
ラ

ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
か
ら
入
手
し
ま
し

ょ
う
。
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で
は
、

雨
雲
レ
ー
ダ
ー
や
降
水
量
を
見
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
雨
の
降
り
方
や
河
川
の

水
位
に
注
意
し
、
危
険
を
感
じ
た
ら
早

め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
時
の
心
掛
け

避
難
す
る
と
き
は
動
き
や
す
い
格
好
で
、

２
人
以
上
で
の
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
地
域
を
守
る
自
主
防
災
組
織

住
民
が
お
互
い
に
協
力
し
て
地
域
の

安
全
を
守
る
「
自
主
防
災
組
織
」。
災

害
時
の
自
主
防
災
組
織
は
、
市
役
所
な

ど
か
ら
の
伝
達
事
項
を
い
ち
早
く
住
民

に
知
ら
せ
た
り
、
災
害
の
状
況
に
応
じ

て
的
確
に
住
民
を
避
難
さ
せ
た
り
す
る

な
ど
、
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
地
域
の
人
と
の
交
流
を
密

に
し
、
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
で

き
る
地
域
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

県
防
災・防
犯
情
報
メ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス

　

気
象
や
河
川
情
報
の
ほ
か
、
避

難
勧
告
・
指
示
の
発
令
状
況
な
ど

の
各
種
防
災
情
報
を
メ
ー
ル
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

≪
配
信
情
報
の
内
容
≫

・
避
難
準
備
情
報

・
避
難
勧
告

・
避
難
指
示

・
避
難
所
の
開
設
状
況

・
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報

・
火
災
発
生
情
報

・
そ
の
他
の
重
要
災
害
情
報
ほ
か

【
登
録
方
法
】

携
帯
電
話
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
か

ら
宮
崎
県
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス

https://w
w
w
.fastalarm

.jp/
m
iyazaki/

に
直
接
ア
ク
セ
ス
す

る
か
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
し
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

免
責
事
項
に

留
意
の
上
、

登
録
し
て
く

だ
さ
い

◎
問
い
合
わ
せ

　

宮
崎
県
危
機
管
理
課

　
☎
０
９
８
５

−

26

−

７
０
６
４

水、カップラーメン、
カセットコンロなど
を常に備え、ランタ
ンやラジオなども置
き場所を決めていま
す。 （ぴぃちゃん）

地区の防災活動に参加し
たり、災害時の避難場所
などをチェックしたりし
ています。（Ｍ・Ｎさん）

懐 中 電 灯 や ラ ジ オ
を 玄 関 に 準 備、 避
難 場 所 も 家 族 に は
連絡済みです。

（ウルトラの母さん）

大切なものなどはリュッ
クに入れて、いざという
ときに持ち出せるように
準備し、いつも寝るとき
は枕元に置いています。

 （Ｍ・Ｈさん）

あ
な
た
の
　
　
へ
の
備
え
は
大
丈
夫
？

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」

７
月
号
の
広
報
ク
イ
ズ
「
あ
な
た
の
災
害
へ
の
備
え
は
？
」
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
で
は
、
ど
ん
な
備
え
を
し
て
い
ま
す
か
？

災
害

82012.9



ま
ち
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
方

針
な
ど
を
定
め
た
都
城
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
。
昭
和
63
年
に
市
街
化

区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
線
引
き
を

撤
廃
し
た
こ
と
で
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
や
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
こ

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
基
に
し
た
土
地

利
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
い

き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

−

２
７
６
２

本
市
の
都
市
計
画
の
現
状

線
引
き
の
撤
廃
は
、
市
全
域
の
人
口

増
加
や
工
業
開
発
な
ど
に
貢
献
し
ま
し

た
が
、
車
社
会
の
進
展
に
伴
い
郊
外
へ

の
大
型
店
舗
の
進
出
や
、
散
発
的
な
住

宅
開
発
な
ど
に
よ
る
無
秩
序
な
開
発
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
問
題
に
加
え
、
今
後
の
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
と
で

ま
ち
の
活
力
が
失
わ
れ
、
買
い
物
や
交

通
な
ど
の
生
活
の
利
便
性
が
低
下
す
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

弱
体
化
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

複
数
の
借
り
入
れ
に
よ
る
多
重
債
務
。

そ
の
原
因
は
、
無
計
画
な
借
り
入
れ
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
過
剰
な
買
い
物
、

リ
ス
ト
ラ
や
病
気
に
よ
る
生
活
費
の
借

り
入
れ
な
ど
、
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
一
度
陥
る
と
、
な
か
な
か
一

人
で
は
解
決
が
難
し
い
問
題
で
す
。
支

払
い
が
で
き
ず
困
っ
て
い
る
人
は
、
一

人
で
悩
ま
ず
、早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

多
重
債
務
に
陥
る
と

　

借
金
の
返
済
の
た
め
に
借
金
を
繰
り

返
す
事
で
状
況
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
さ

ら
に
、
毎
日
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る

取
り
立
て
に
、
精
神
的
な
余
裕
を
失
い
、

冷
静
な
判
断
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
ヤ
ミ
金
融
に
手
を
出
し

た
り
、
将
来
を
悲
観
し
て
自
殺
し
た
り

す
る
人
も
い
ま
す
。
困
っ
た
時
は
早
め

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

多
重
債
務
に
陥
っ
た
ら

　

返
済
の
た
め
に
、
ヤ
ミ
金
融
や
無
登

録
業
者
か
ら
借
り
入
れ
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
複
数
の
業
者
か
ら
請
求
を
受

け
返
済
に
困
っ
た
と
き
は
、
国
や
県
、

市
の
相
談
窓
口
の
ほ
か
、
弁
護
士
や
司

法
書
士
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
市
で
は
、
通
常
の
相
談
に
加

新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

　

少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
用
事
を
済
ま

す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
必
要
な
土
地
利
用
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
新
た
な
土
地

利
用
の
規
制
・
誘
導
を
行
い
、
商
業
施

設
や
医
療
施
設
な
ど
の
生
活
機
能
を
適

切
に
配
置
し
た
り
、
住
宅
と
工
場
な
ど

の
混
在
を
抑
制
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

暮
ら
し
や
す
い
居
住
環
境
へ
の
誘
導
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

公
聴
会
や
説
明
会
な
ど
を
開
催

　

土
地
利
用
の
規
制
や
誘
導
に
当
た
っ

て
は
、
市
民
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り

の
ル
ー
ル
と
し
て
受
け
入
れ
、
こ
れ
を

守
っ
て
い
く
体
制
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

現
在
、
市
で
は
都
市
計
画
審
議
会
の

専
門
部
会
で
検
討
中
の
土
地
利
用
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
素
案
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
も
よ
り
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
公
聴
会
な
ど

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

え
て
、
毎
月
１
回
、
弁
護
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談

は
予
約
制
で
、
１
人
30
分
程
度
と
な
り

ま
す
。
事
前
に
市
の
消
費
相
談
員
と
打

ち
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て

●
相
談
専
用
窓
口

　

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
東
館
２
階　

生
活
文
化
課
内
）

　

☎
23

−

７
１
５
４

●
受
付
時
間　

９
時
～
16
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く

　近年、景気低迷によるリストラや病気など
からくる生活苦に加え、身近にあり手続きが
簡単なキャッシングやクレジットカードの
無計画な利用を続けた結果、返済
できなくなる人が、増えています。
　まずは、お金を借りる前に、本
当に必要なのか、計画的に返済で
きるのかを、よく考えましょう。

少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め

新
た
な
土
地
利
用
の
規
制
・
誘
導
の
検
討
を
行
い
ま
す

借
金
で
困
っ
た
ら

焦
ら
ず
、
悩
ま
ず
相
談
く
だ
さ
い
！

本当に必要ですか？
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都
城
島
津
伝
承
館
特
別
企
画
展

都
城
と
琉
球
王
国

～ 

華
や
か
な
琉
球
王
朝
の
美 

～
　

古
来
よ
り
東
ア
ジ
ア
貿
易
の
中
心
と
し
て
繁
栄
し
た
琉
球
王
国
は
、
日
本

や
中
国
の
影
響
を
受
け
、
独
自
の
文
化
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。

都
城
島
津
家
領
で
は
、
琉
球
王
国
と
の
交
易
に
よ
り
唐
人
町
が
形
成
さ
れ

た
り
、
琉
球
に
ち
な
ん
だ
民
俗
文
化
が
生
ま
れ
た
り
し
ま
し
た
。
今
回
の

企
画
展
で
は
、
そ
う
し
た
琉
球
王
国
と
都
城
島
津
家
と
の
歴
史
的
接
点
や

交
流
を
紹
介
し
ま
す
。◎

問
い
合
わ
せ　

都
城
島
津
邸　

☎
23

−

２
１
１
６

■
琉
球
王
国
の
華
麗
な
美

　

琉
球
王
国
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
や
中

国
と
の
貿
易
に
よ
っ
て
繁
栄
を
築
い
て

き
た
歴
史
か
ら
、
独
自
の
文
化
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

　

国
王
で
あ
っ
た
尚し
ょ
う
け家
の
資
料
は
、
そ

う
し
た
琉
球
王
朝
の
歴
史
と
伝
統
を
今

に
伝
え
る
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
り
、

平
成
18
年
に
は
王
冠
な
ど
が
一
括
し
て

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

企
画
展
で
は
、
こ
の
伝
統
あ
る
華
麗

な
琉
球
王
国
の
美
術
工
芸
品
を
紹
介
し

ま
す
。

■
南
九
州
と
琉
球
と
の
交
易

　

東
ア
ジ
ア
海
域
で
は
、
古
来
よ
り
盛

ん
に
交
易
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
戦

国
時
代
に
な
る
と
、
南
九
州
を
治
め
て

い
た
島
津
家
も
琉
球
を
介
し
た
南
西
諸

島
と
の
交
易
を
始
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
同
じ
南
九
州
に
位
置
す
る
大

隅
半
島
で
も
、
島
津
家
の
分
家
で
も
あ

る
北ほ
ん
ご
う郷

氏
が
内
之
浦
を
拠
点
に
琉
球
と

の
交
易
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
内
之
浦
で
は

東
ア
ジ
ア
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
交
易
品

が
町
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
琉
球

と
の
交
易
を
仕
事
と
す
る
役
人
が
内
之

浦
を
支
配
し
た
こ
と
か
ら
、
島
津
家

（
特
に
北
郷
氏
）
と
琉
球
は
、
そ
の
後

の
時
代
で
も
強
い
関
わ
り
が
見
ら
れ
ま

す
。

■
鹿
児
島
藩
の
琉
球
侵
攻
と
北
郷
氏

　

慶
長
14
年
（
１
６
０
９
年
）、
鹿
児

島
藩
主
島
津
家
久
は
、
徳
川
幕
府
と
の

協
議
の
上
、
琉
球
へ
の
侵
攻
を
決
意
。

樺
山
久
高
を
大
将
と
す
る
一
軍
を
送
り

込
み
ま
し
た
。
軍
を
持
た
な
か
っ
た
琉

球
王
国
は
、
侵
攻
し
て
き
た
島
津
軍
に

降
伏
。
こ
の
琉
球
侵
攻
に
は
北
郷
軍
約

１
２
０
人
が
参
戦
し
て
い
て
、
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

■
都
城
島
津
家
と
琉
球
王
国

　

鹿
児
島
城
下
で
は
、
琉
球
王
朝
の
琉

球
館
と
都
城
島
津
家
屋
敷
が
隣
り
合
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
琉
球
の
交
易
船

が
難
破
し
た
と
き
に
都
城
島
津
家
が
そ

の
対
応
を
と
っ
た
り
、
幕
府
の
将
軍
が

替
わ
っ
た
と
き
に
琉
球
使
節
が
江
戸
に

の
ぼ
る
際
、
都
城
島
津
家
当
主
が
同
行

し
た
り
す
る
な
ど
、
密
接
な
関
係
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

■
太
平
洋
戦
争
と
沖
縄
・
都
城

米
軍
の
本
土
上
陸
が
目
前
に
迫
っ
て

い
た
昭
和
20
年
、
政
府
は
沖
縄
の
子
ど

も
た
ち
を
九
州
へ
疎
開
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、
都
城
市
に
も
多
く
の
沖
縄

の
子
供
た
ち
が
疎
開
し
、
戦
中
戦
後
の

過
酷
な
時
代
を
生
き
抜
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
太
平
洋
戦
争
下
の
沖
縄
学

童
疎
開
の
状
況
と
、
都
城
へ
疎
開
し
た

子
供
た
ち
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

会　期　10月７日㈰～11月29日㈭　９時～17時
　　　　※月曜日休館（月曜日が祝日の場合はその翌日）
入館料　一般　300円（250円）　高校・大学生250円（200円）
　　　　中学生200円（150円）　小学生　　　150円（100円）
　　　　※（　）は20人以上の団体料金

③黄
きい ろ ぢ

色地鳳
ほうおうずいうん

凰瑞雲霞
かすみもんよう

文様紅
びんがたもんさいしょう

型紋紗衣裳②朝鮮国王国書

①王冠

④首里那覇港図屏
びょうぶ

風
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■
作
品
と
し
て
の
パ
レ
ッ
ト

　

約
２
、２
０
０
点
も
の
絵
画
を
所
蔵

す
る
笠
間
日
動
美
術
館
（
茨
城
県
笠
間

市
）。
そ
こ
に
は
、
著
名
な
画
家
の
パ

レ
ッ
ト
画
３
４
２
点
が
あ
り
、
画
家
の

好
む
題
材
が
描
か
れ
て
い
て
、
作
品
と

し
て
も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、そ
の
中
か
ら
、

安
井
曾
太
郎
や
梅
原
龍
三
郎
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
近
代
洋
画
の
巨
匠
た
ち
に

加
え
、
ピ
カ
ソ
や
ダ
リ
な
ど
、
著
名
な

海
外
の
画
家
の
絵
画
や
パ
レ
ッ
ト
を
展

示
し
ま
す
。
彼
ら
が
愛
用
し
た
パ
レ
ッ

ト
か
ら
は
、
画
家
の
個
性
や
制
作
の
秘

密
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
道
具
と
し
て
の
パ
レ
ッ
ト

　

絵
画
を
描
く
に
は
、
硬
筆
の
デ
ッ
サ

ン
な
ど
を
除
い
て
、
真
っ
白
な
キ
ャ
ン

バ
ス
に
筆
と
絵
具
、
パ
レ
ッ
ト
な
ど
の

道
具
が
必
要
で
す
。
画
家
は
、
そ
れ
ら

の
道
具
を
巧
み
に
使
っ
て
、
人
物
や
そ

の
身
に
付
け
た
衣
装
、
景
色
な
ど
を
色

鮮
や
か
に
表
現
し
、
見
る
人
に
思
い
や

考
え
、
感
情
を
伝
え
ま
す
。

　

今
回
展
示
す
る
パ
レ
ッ
ト
は
、
絵
具

を
混
ぜ
合
わ
せ
る
た
め
の
道
具
で
あ
る

と
と
も
に
、
そ
れ
自
体
に
、
画
家
が
主

に
扱
う
題
材
が
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
、

作
品
と
し
て
も
見
る
人
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

昭
和
初
期
を
代
表
す
る
洋
画
家

安
井
曾
太
郎

　

明
治
21
年
、
京
都
市
に
生
ま
れ
た
安

井
曾
太
郎
は
、
梅
原
龍
三
郎
と
と
も
に

昭
和
初
期
を
代
表
す
る
洋
画
家
で
す
。

　

安
井
は
、
明
治
37
年
か
ら
聖
護
院
洋

画
研
究
所
（
現
在
の
関
西
美
術
院
）
で

浅
井
忠
に
、
ま
た
、
明
治
40
年
か
ら

大
正
３
年
ま
で
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、

ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
ス
に
教

え
を
受
け
ま
し
た
。

　

留
学
か
ら
帰
国
し
た
安
井
は
、
日
本

の
風
土
に
根
ざ
し
た
独
自
の
作
風
を
追

求
し
、
伸
び
や
か
な
筆
致
、
鮮
や
か
な

色
彩
、
シ
ン
プ
ル
で
落
ち
着
き
の
あ
る

構
図
を
確
立
し
、
梅
原
龍
三
郎
と
と
も

に
並
び
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
安
井
の
作
品
と
共
に
彼

の
愛
用
し
た
パ
レ
ッ
ト
も
展
示
し
、
作

品
に
込
め
ら
れ
た
思
い
に
迫
り
ま
す
。

都
城
市
立
美
術
館
特
別
展

巨
匠
た
ち
の
パ
レ
ッ
ト
展

伊原宇三郎の愛用したパレット
※	徳島県出身。重量感のある裸婦像
など、多くの人物画を制作

小寺健吉の愛用したパレット
※	岐阜県出身。温和で穏やかな画風で、
多くの風景画を残しました

安井曾太郎「実る柿」
※	京都府出身。西洋に東洋の技法を加えた画
風は安井様式として知られています

ペ
ン
な
ど
の
硬
筆
の
デ
ッ
サ
ン
を
除
い

て
、
絵
画
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
、
筆
と

絵
具
、
パ
レ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
描
か

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
別
展
で
は
、
著
名
な
画
家
た

ち
の
作
品
と
共
に
、
彼
ら
が
愛
用
し
た

パ
レ
ッ
ト
に
着
目
し
て
、
そ
の
技
法
や

作
品
に
込
め
ら
れ
た
思
い
に
迫
り
ま

す
。◎

問
い
合
わ
せ　

都
城
市
立
美
術
館

☎
25

−

１
４
４
７

●
会
期　
10
月
20
日
㈯
～
11
月
25
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
17
時　

月
曜
日
休
館

●
入
館
料　

中
学
生
以
下　

無
料

　

一
般　
　
　
　
　

８
０
０
円
（
６
０
０
円
）

　

高
校
・
大
学
生　

６
０
０
円
（
４
０
０
円
）

※�

（　

）
内
は
前
売
り
、20
人
以
上
の
団
体
な
ど

ピカソの愛用したパレットと筆、絵具
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初
の
屋
台
村　

笑
顔
の
力
で
完
売
!�!���������

笛
水
夏
祭
り

　

今
年
で
17
回
目
を
迎
え
る
笛
水
夏
祭

り
が
７
月
21
日
、
笛
水
小
中
学
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
大
震
災

の
被
災
地
の
復
興
を
願
い
、
今
回
初
め

て
「
子
供
屋
台
村
」
を
出
店
。
子
ど
も

た
ち
は
、
手
作
り
の
綿
菓
子
や
う
ち
わ

を
販
売
し
て
得
た
収
益
か
ら
義
援
金
を

送
ろ
う
と
、
大
き
な
声
で
呼
び
込
み
を

し
た
り
、
商
品
の
説
明
を
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
小
学
生
時
代
に
笛
水
で

過
ご
し
た
こ
と
の
あ
る
安
川
陽た

か
と斗

さ
ん

（
宮
崎
市
）
は
「
今
で
も
当
時
の
友
達

と
交
流
し
て
い
ま
す
。
笛
水
は
み
ん
な

仲
良
く
い
い
と
こ
ろ
で
す
」
と
ふ
る
さ

と
の
魅
力
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

関
之
尾
の
悲
し
い
恋
の
物
語

お
雪
さ
ん
の
盃
流
し

　

約
６
０
０
年
前
、
都
城
城
主
が
催
し

た
宴
で
粗
相
し
、
そ
れ
を
嘆
い
て
滝
に

身
を
投
げ
た
お
雪
さ
ん
。
お
雪
さ
ん
と

そ
の
恋
人
の
悲
し
み
で
滝
つ
ぼ
に
杯
が

浮
か
ん
で
く
る
と
い
う
言
い
伝
え
を
再

現
し
、観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
よ
う
と
「
お

雪
さ
ん
の
盃

さ
か
ず
き

流
し
」
が
７
月
21
日
、
関

之
尾
滝
上
流
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
雪

さ
ん
に
扮ふ

ん

し
た
頭
巾
に
着
物
姿
の
３
人

が
、
潜
り
橋
の
上
か
ら
お
神
酒
を
さ
さ

げ
て
杯
を
流
し
、
お
雪
さ
ん
の
悲
運
を

供
養
し
ま
し
た
。
梅
ケ
谷
優ゆ

き紀
さ
ん（
関

之
尾
町
）
は
「
子
ど
も
の
頃
か
ら
知
っ

て
い
る
行
事
に
参
加
し
て
、
緊
張
し
ま

し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

も
り
も
り
食
べ
て
都
城
を
元
気
に
！

み
や
こ
ん
じ
ょ
復
興
盆
地
グ
ル
メ

　

口
蹄
疫
か
ら
の
復
興
と
地
域
の
活
性

化
を
図
ろ
う
と
、
都
城
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
で
７
月
22
日
、
み
や
こ

ん
じ
ょ
復
興
盆
地
グ
ル
メ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
で
は
、
都
城
牛
が
振
る

舞
わ
れ
た
ほ
か
、
地
元
の
食
材
に
こ
だ

わ
っ
た
チ
キ
ン
南
蛮
カ
レ
ー
店
な
ど
が

出
店
。
ま
た
、
雑
貨
や
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

の
店
も
立
ち
並
び
、
訪
れ
た
人
た
ち
は

盆
地
の
グ
ル
メ
や
買
い
物
な
ど
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
工
藤

加
奈
恵
さ
ん
は
「
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
も

盛
況
で
、
都
城
の
元
気
を
感
じ
る
。
復

興
へ
向
け
て
一
歩
一
歩
、
歩
み
を
進
め

て
い
る
」と
自
信
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

お
も
て
な
し
の
心
に
感
激

環
霧
島
周
遊
列
車
お
も
て
な
し
ツ
ア
ー

　

吉
都
線
、
日
豊
本
線
、
肥
薩
線
を
結

ぶ
環
霧
島
周
遊
列
車
が
７
月
27
日
、
都

城
駅
発
着
で
運
行
さ
れ
ま
し
た
。
霧
島

連
山
を
囲
む
宮
崎
、
鹿
児
島
両
県
の
５

市
２
町
で
構
成
す
る
環
霧
島
会
議
が
観

光
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
Ｊ
Ｒ
九

州
と
共
同
運
行
し
た
企
画
に
、
市
内
外

か
ら
約
80
人
が
乗
車
。
５
カ
所
の
駅
で

郷
土
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
乗

客
ら
は
地
元
の
歓
迎
を
受
け
、
霧
島
周

辺
３
路
線
を
結
ん
だ
初
の
企
画
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。桑
畑
弘ひ

ろ

徳の
り

君（
宮
崎
市
）

は
「
列
車
か
ら
見
え
た
都
城
の
お
城
を

夏
休
み
の
宿
題
に
描
き
た
い
」
と
車
窓

か
ら
の
眺
め
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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まちの話題
盲
導
犬
の
お
仕
事
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

夏
休
み
！ 

点
字
図
書
館
わ
く
わ
く
塾

　

視
覚
障
が
い
や
盲
導
犬
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
「
夏
休
み
！�

点

字
図
書
館
わ
く
わ
く
塾
２
０
１
２
」
が

７
月
27
日
、
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
の
小
学

生
や
保
護
者
ら
40
人
が
参
加
。
ク
イ
ズ

形
式
で
盲
導
犬
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、

高
橋
利
幸
さ
ん（
乙
房
町
）と
盲
導
犬
ド

ナ
が
障
害
物
を
避
け
て
歩
く
様
子
を
見

た
り
、
参
加
者
も
目
隠
し
を
付
け
盲
導

犬
に
誘
導
さ
れ
た
り
し
て
、
視
覚
障
が

い
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
中
村

美み
お
り織

さ
ん
（
祝
吉
小
６
年
）
は
「
盲
導

犬
の
役
割
や
盲
導
犬
に
な
れ
る
犬
の
種

類
が
分
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

夏
空
の
下
、子
ど
も
た
ち
の
熱
き
戦
い

ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　

第
６
回
き
り
し
ま
ん
ぢ
だ
ジ
ュ
ニ

ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
７
月
29

日
、
高
崎
総
合
公
園
周
辺
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
水
泳
、
自
転
車
、
長
距
離
走

の
３
種
目
を
一
人
で
こ
な
す
個
人
の
部

に
加
え
、
三
人
一
組
で
た
す
き
を
つ
な

ぐ
家
族
リ
レ
ー
の
部
に
、
合
わ
せ
て
約

１
６
０
人
が
出
場
。
選
手
ら
は
、
強
烈

な
日
差
し
が
照
り
付
け
る
夏
空
の
下
、

体
力
の
限
界
に
挑
戦
し
な
が
ら
、
順
位

を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。
友
人
と
参

加
し
た
小こ

た
け
や
ま

竹
山
翔し
ょ
う
き星
君
（
南
小
４
年
）

は「
自
転
車
で
走
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。

来
年
も
参
加
し
た
い
」
と
玉
の
よ
う
な

汗
を
拭
っ
て
い
ま
し
た
。

平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に

戦
没
者
・
空
襲
犠
牲
者
合
同
追
悼
式

　

都
城
大
空
襲
の
あ
っ
た
８
月
６
日
、

戦
没
者
・
空
襲
犠
牲
者
合
同
追
悼
式
が

総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
遺
族
や
関
係
者
な
ど
約

７
０
０
人
が
参
列
。
全
員
で
黙
と
う
を

さ
さ
げ
た
後
、
遺
族
代
表
者
ら
が
献
花

を
行
い
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
式
典
で

長
峯
市
長
は
「
深
い
悲
し
み
は
永
遠
に

忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。
時
は
過
ぎ
て
も

語
り
継
い
で
い
き
ま
す
」
と
恒
久
平
和

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
式
典

の
最
後
に
五
十
市
小
学
校
の
６
年
生
73

人
が
、
戦
争
に
つ
い
て
学
ん
だ
成
果
を

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
披
露
。
平
和

で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

ぼ
く
の
考
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

リ
レ
ー
書
道
（
キ
ッ
ズ
ボ
ン
パ
ク
）

　

小
学
生
が
都
城
の
魅
力
を
体
験
で
き

る
キ
ッ
ズ
ボ
ン
パ
ク
が
、
７
月
28
日
か

ら
８
月
26
日
ま
で
市
内
各
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
８
月
５
日
に
都
城
島
津
邸
で

開
催
さ
れ
た
リ
レ
ー
書
道
は
、
昨
年
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
リ
レ
ー
で
書
道
を
し
て

み
た
い
と
有
川
春
輝
君（
三
股
小
６
年
）

が
提
案
し
た
こ
と
か
ら
実
現
。
参
加
者

ら
は
、
く
じ
で
決
ま
っ
た
順
番
で
一
人

一
画
ず
つ
を
書
い
て
「
輝
」
と
「
花
鳥

風
月
」
と
い
う
文
字
を
完
成
さ
せ
て
い

ま
し
た
。
初
め
て
企
画
す
る
側
を
体
験

し
た
有
川
君
は
「
企
画
す
る
方
が
大
変

だ
け
ど
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
充
実
し

た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
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フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
７
月
23
日
に

開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
世
界
弓

道
交
流
演
武
会
」。
こ
の
演
武
会
で
日

本
発
祥
の
弓
道
の
魅
力
と
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
よ
う
と
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
か
ら
派
遣
さ
れ
演

武
を
披
露
し
た
の
が
、
市
立
西
中
学
校

弓
道
部
主
将
の
長
崎
幸
太
君
と
東
梅
圭

祐
君
、
後
藤
僚
太
君
の
３
人
で
す
。

　

西
中
弓
道
部
は
、
昨
年
８
月
に
東
京

都
で
開
催
さ
れ
た
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
８
回
全
国
中
学
生
弓

道
大
会
男
子
団
体
の
部
で
見
事
優
勝
。

こ
の
実
績
を
買
わ
れ
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
が
日
本

代
表
と
し
て
同
大
会
で
の
演
武
を
西
中

弓
道
部
に
依
頼
し
た
こ
と
を
受
け
、
指

導
者
の
上
野
眞
砂
子
さ
ん
（
若
葉
町
）

と
と
も
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
演
武
会
は
、
２
０
１
４
年
に
開

催
さ
れ
る
世
界
弓
道
大
会
に
先
立
っ
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
17
カ
国
か
ら
約

２
０
０
人
が
参
加
。そ
の
中
で
３
人
は
、

弓
を
持
ち
膝
ま
ず
い
て
矢
を
つ
が
え
、

そ
の
場
に
立
ち
上
が
っ
て
射
る「
座
射
」

を
披
露
し
ま
し
た
。
演
武
会
に
向
け
６

月
か
ら
、
顧
問
の
冨
永
和
広
先
生
や
上

野
さ
ん
の
指
導
の
下
、
厳
し
い
練
習
を

重
ね
た
３
人
は
「
演
武
の
瞬
間
は
と
て

も
緊
張
し
た
。
観
衆
か
ら
の
拍
手
が
う

れ
し
か
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
３
人
に
指
導
者
の
上
野
さ
ん

は
「
弓
道
は
心
を
鍛
え
、
礼
儀
作
法
を

重
ん
じ
る
日
本
古
来
の
競
技
。
技
術
の

向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
後
輩
に
感
謝
さ
れ

る
人
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
指
導
に

熱
が
入
り
ま
す
。

　

こ
の
夏
で
弓
道
部
を
引
退
す
る
長
崎

君
と
東
梅
君
は
「
今
回
の
演
武
会
に
派

遣
さ
れ
た
の
は
、
昨
年
優
勝
し
た
先
輩

た
ち
の
お
か
げ
。
つ
ら
い
と
思
う
こ
と

も
あ
っ
た
け
ど
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た

こ
と
で
今
が
あ
る
。
今
後
も
自
分
を
強

く
し
て
く
れ
る
弓
道
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
目
標
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
年
生
が
引
退
し
、
新
た
に
ス
タ
ー

ト
す
る
西
中
弓
道
部
。
決
し
て
恵
ま
れ

た
練
習
環
境
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
心

身
の
鍛
練
と
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、

今
日
も
弓
を
構
え
ま
す
。

長崎 幸太�君（３年・後列左）

弓のまち都城の魅力を世界に発信

東
ひがしうめ

梅 圭
け い す け

祐�君（３年・後列右）

後藤 僚
り ょ う た

太�君（２年・前列）

市立西中学校弓道部
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水
地
で
一
昨
年
、
そ
の
気
配
が
な
く
、

結
局
、
水
が
湧
き
出
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
前
年
の
降
水
量
が
少
な

か
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
原
因
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
同
じ
現

象
が
起
き
た
湧
水
地
が
も
う
１
カ
所
あ

り
、
湧
水
が
限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
た
出
来
事
で
し
た
。（
現

在
は
湧
き
出
し
て
い
ま
す
）

　

昨
年
７
月
、
小
林
市
は
水
資
源
保
全

条
例
を
制
定
。
清
水
さ
ん
は
「
湧
水
は

小
林
市
の
大
き
な
魅
力
。
保
全
に
は
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
然
を
残
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
条
例
の
制
定
を
機
会
に
、
水

が
限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
小
中
学
校
か
ら
講
師
と
し

て
招
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
そ
の
思

い
を
伝
え
る
活

動
も
行
う
清
水

さ
ん
。
そ
の
温

か
い
眼
差
し
は
、

こ
れ
か
ら
も
小

林
市
の
湧
水
を

見
守
り
続
け
ま

す
。

清
水
洋
一
さ
ん
65
歳
。
湧
水
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
市
内
の

湧
水
地
を
調
査
し
、
そ
の
保
全
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
「
私
の
苗
字
は
〝
清
水
〟。
だ
か
ら
水

を
調
べ
守
る
こ
と
に
使
命
感
の
よ
う
な

も
の
を
感
じ
た
ん
で
す
」
と
笑
顔
で
そ

の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

調
査
を
始
め
た
の
は
50
歳
の
と
き
。

10
年
か
け
て
旧
小
林
市
内
の
70
数
箇
所

の
湧
水
地
を
発
見
し
ま
し
た
。
見
つ
か

ら
ず
に
、
山
の
中
を
歩
き
続
け
た
こ
と

も
し
ば
し
ば
。
し
か
し
、「
特
に
苦
労

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
活
動
が
水
を
守

る
こ
と
に
貢
献
で
き
れ
ば
」
と
思
い
を

話
す
清
水
さ
ん
。

　

し
か
し
、
調
査
を
始
め
た
頃
と
比
べ

る
と
、
湧
水
地
か
ら
湧
き
出
す
水
は
減

少
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。

　

夏
に
な
る
と
水
が
湧
き
出
て
い
た
湧

Vol.5

今
月
は
、湧
水
を
守
る
活
動
を
続
け
る
小
林
市
の
清
水
洋
一
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

小
林
市
総
務
課　

☎
０
９
８
４‒

23‒

０
２
２
０

　
　

お
や
つ
に
も
な
る
一
品

サ
ツ
マ
芋
の
が
ね

※
１
個
80
㌔
カ
ロ
リ
ー
、
塩
分
0
・
７
㌘

サ
ツ
マ
芋
に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
抑
制
す
る
食
物
繊
維
や
高

血
圧
に
効
果
が
あ
る
カ
リ
ウ
ム
が
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
芋
類
に
含

ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
加
熱
し
て
も
溶

け
だ
し
に
く
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

●材料 (約 15個 )
　　　サツマ芋…150g	 ゴボウ…40g	 ニンジン…40g
　　　卵…１個	 	 小麦粉…約80g	 揚げ油…適量
　　	〔塩…小さじ 1/3（２g）	 砂糖…大さじ 1（９g）〕
●下準備　サツマ芋…太めの千切りにして水にさらす
　　　　　ゴボウ…ささがきにして水にさらす
　　　　　ニンジン…ささがきにする
●作り方　①切った野菜にⒶを混ぜ合わせ、水分が出る
　　　　　　まで置いておく
　　　　　②①に卵と小麦粉を混ぜ合わせる
　　　　　③しゃもじなどで適度な量を取り、中温の油で
　　　　　　ゆっくり揚げる

野菜の切り方や
太さを変えた
り、豆腐やいり
こ、ごま、みそ
などを入れたり
していろいろな
味や食感が楽し
めます。

◎
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

Ⓐ

湧水インストラクター
清�水�洋�一さん
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広 告

■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

臨
時
嘱
託
職
員

　

管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
人
を
募

集
し
ま
す
。
12
月
上
旬
か
ら
の
採
用
予
定

で
す
。

●
勤
務
・
勤
務
先　

月
～
金
曜
日

８
時
30
分
～
17
時
15
分　

こ
ど
も
課

●
業
務
内
容　

母
子
保
健
業
務
（
乳
幼
児

相
談
、
健
診
、
訪
問
な
ど
）

●
定
員　

１
人

●
賃
金　

日
額
７
、２
０
０
円

　

９
月
28
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
と
資

格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
こ
ど
も
課

に
持
参
ま
た
は
郵
送（
〒
885

−

８
５
５
５
）

☎
23

−

２
６
８
４

都
城
市
環
境
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
衣
類
な
ど
を
環

境
ま
つ
り
で
リ
ユ
ー
ス
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

10
月
27
日
㈯　

10
時
～
15
時

●
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ
い

館
（
下
水
流
町
）

●
そ
の
他　

場
所
代
は
無
料
。
当
日
の
雨

天
対
策
は
各
自
で
準
備

　

10
月
15
日
㈪
ま
で
に
環
境
政
策
課

　
　
　

☎
23

−

２
１
３
０

都
城
市
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ（
無
料
）

●
日
時　

９
月
23
日
㈰　

13
時
～

　
　
　
　
（
12
時
30
分
開
場
）

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

バ
ン
ド
、
ダ
ン
ス
、
バ
ト
ン
ト

ワ
リ
ン
グ
、
バ
イ
オ
リ
ン

　

生
活
文
化
課　

☎
23

−

２
１
３
２　

　
　山

田
の
か
か
し
村
ま
つ
り

●
日
時　

９
月
22
日
㈯

　
　
　
　

12
時
～
21
時
30
分

※�

雨
天
の
場
合
は
歌
謡
シ
ョ
ー
の
み
山
田

中
学
校
体
育
館
で
18
時
か
ら
開
催
。
そ

の
ほ
か
は
23
日
㈰
に
順
延

●
場
所　

一
堂
ヶ
丘
公
園

●
内
容　

歌
謡
シ
ョ
ー
や
豚
の
丸
焼
き
振

る
舞
い
、
花
火
大
会
（
３
、０
０
０
発
）

ほ
か

　

山
田
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　
　

☎
64

−

１
１
１
１

吉
都
線
１
０
０
周
年
記
念
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

都
城
の
歴
史
を
巡
る
ウ
オ
ー
ク

●
日
時　

10
月
13
日
㈯

　
　
　
　

８
時
30
分
～
11
時
（
受
付
）

※
受
付
後
、
各
自
随
時
ス
タ
ー
ト

●
受
付
場
所　

Ｊ
Ｒ
都
城
駅

●
コ
ー
ス　

Ｊ
Ｒ
都
城
駅
→
総
合
文
化

ホ
ー
ル
→
神
柱
宮
→
都
城
島
津
邸
→
攝し
ょ
う
ご護

寺
→
Ｊ
Ｒ
西
都
城
駅
の
約
７
㌔

●
そ
の
他　

予
約
は
不
要
。
当
日
、
時
間

内
に
Ｊ
Ｒ
都
城
駅
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
オ
プ
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
】

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
、
希
望
者
は
、

都
城
最
大
の
ジ
オ
サ
イ
ト
「
関
之
尾
滝
」

や「
お
う
穴
」を
巡
る
オ
プ
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー

に
参
加
で
き
ま
す
。
ツ
ア
ー
の
み
の
参
加

も
可
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

●
日
時　

10
月
13
日
㈯

　
　
　
　

①
11
時
～　

②
12
時
30
分
～

●
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
西
都
城
駅

●
コ
ー
ス　

バ
ス
で
、
Ｊ
Ｒ
西
都
城
駅　

→
関
之
尾
滝
遊
歩
道
→
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

（
昼
食
）
→
Ｊ
Ｒ
西
都
城
駅

●
定
員　

①
②
と
も
40
人

●
料
金　

２
、０
０
０
円

　

オ
プ
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
申
し
込
み
は

10
月
４
日
㈭
ま
で
に
㈳
都
城
観
光
協
会

☎
23

−

２
４
６
０

重
陽
の
節
句

の
ち
の
雛ひ

な

展
と
お
茶
会

　

重
陽
の
節
句
に
虫
干
し
を
兼
ね
て
飾
る

の
ち
の
雛
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

９
月
８
日
㈯
～
30
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
16
時

※�

お
茶
会
は
９
月
29
日
㈯
の
15
時
～
20
時

●
場
所　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

●
入
館
料　

高
校
生
以
上
２
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生
１
０
０
円

※
お
茶
会
は
入
館
料
込
み
１
、０
０
０
円

　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

　
　

☎
・
FAX�
58

−

６
９
０
０
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広 告

INFORMATION

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

９
月
28
日
㈮　

９
時
30
分
～

●
場
所　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

陶
芸
教
室

●
日
程
・
開
講
日

10
月
～
平
成
25
年
9
月
の
毎
週
火
曜
日　

午
後
の
部　

14
時
～
16
時　

10
月
９
日
㈫

夜
間
の
部　

19
時
～
21
時　

10
月
９
日
㈫

●
場
所　

竹
楽
の
お
サ
ト
「
竹
楽
館
」

●
定
員　

各
15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
費
用　

月
３
、０
０
０
円

　

竹
楽
館　

☎
58

−

６
１
５
０

陸
上
競
技
審
判
員
講
習
会

●
日
時　

講
義　

10
月
６
日
㈯　

16
時
30
分
～

実
技　

10
月
７
日
㈰　

８
時
～

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
対
象　

新
規
に
審
判
員
資
格
を
取
得
し

た
い
人
（
競
技
歴
不
問
）、
競
技
者
と
し

て
日
本
陸
連
登
録
を
希
望
す
る
人

●
受
講
料　

無
料

※
登
録
料
３
、０
０
０
円
程
度
必
要

　

９
月
30
日
㈰
ま
で
に
都
城
市
陸
上

競
技
協
会
事
務
局

☎
26

−

４
５
１
０
（
18
時
以
降
）

m
ac3550@

arrow
.ocn.ne.jp

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
コ
ー
ラ
ス
】

●
日
時　

９
月
20
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

歌
と
と
も
に

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

ワ
ー
ル
ド
ビ
ー
ル
＆
ト
リ
ビ
ア
ナ
イ
ト

　

世
界
の
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
、
雑
学

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
20
歳

以
上
の
人
で
、
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
（
１

グ
ル
ー
プ
は
６
人
）で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時　

10
月
13
日
㈯　

　
　
　
　

18
時
30
分
～
21
時

●
場
所　

メ
イ
ン
ホ
テ
ル

●
定
員　

90
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
参
加
料　

都
城
国
際
交
流
協
会
会
員

２
、７
０
０
円
、
一
般
３
、０
０
０
円

（
ビ
ー
ル
券
３
枚
・
軽
食
付
き
）

※
前
売
り
券
の
み
の
発
売

　

都
城
国
際
交
流
協
会

☎
23

−

２
２
９
５　

FAX�

23
−

３
２
２
３

m
ia@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

山
之
口
麓
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
定
期
公
演　

●
日
時　

９
月
16
日
㈰　

14
時
開
演

●
場
所　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

●
演
目　

娘
手
踊
り
（
お
伊
勢
参
り
）、

門
出
八
嶋
―
出
陣
の
段
、
門
出
八
嶋
―
八

嶋
合
戦
の
段
、
間
狂
言
―
東
岳
猪
狩　
　

�

　

山
之
口
教
育
課　

☎
57

−

３
１
１
１

　
　カ

ナ
ダ
生
ま
れ
子
育
て
中
の
親
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

ノ
ー
バ
デ
ー
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

●
日
時　

９
月
28
日
㈮
～
11
月
２
日
㈮
の

毎
週
金
曜
日　

10
時
15
分
～
12
時

●
場
所　

安
久
児
童
館

●
対
象　

５
歳
ま
で
の
乳
幼
児
を
持
つ
保

護
者

●
定
員　

12
人　

※
託
児
あ
り（
要
予
約
）

●
参
加
費　

２
０
０
円
（
お
茶
代
）

　

９
月
20
日
㈭
ま
で
に
、
安
久
児
童

館
（
中
元
）　

☎
・
FAX�

39

−

５
８
５
５

南
九
州
大
学
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
そ
び
の
教
室

動
物
や
昆
虫
を
作
っ
て
遊
ぼ
う

　

段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
工
作
遊
び
教
室
で

す
。

●
日
時　

10
月
27
日
㈯　

９
時
30
分
～

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
対
象
・
定
員　

４
歳
以
上
の
未
就
学
児

と
そ
の
保
護
者　

15
組　

※
申
し
込
み
順

●
費
用　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
０
０
円

　

10
月
16
日
㈫
ま
で
に
子
ど
も
と
保

護
者
の
氏
名
、年
齢
、住
所
、連
絡
先
、フ
ァ

ク
ス
番
号
ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明

記
し
、
必
ず
フ
ァ
ク
ス
で
南
九
州
大
学
人

間
発
達
学
部
美
術
教
室
研
究
室
（
古
賀
）

☎
21

−

２
１
１
１　

FAX�

21

−

２
１
１
３
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広 告

■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。
各
講
座
と
も

5
人
以
上
で
開
催
し
ま
す
。

【
Ｃ
Ａ
Ｄ
建
築
科
（
４
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
月･

木
曜
日　

19
時
～
21
時　

10
月
１
日
㈪

●
費
用　

４
万
７
、０
０
０
円

【
パ
ソ
コ
ン
科
】

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
コ
ー
ス2007

対
応（
６
カ
月
）

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
土
曜
日

９
時
～
12
時　

10
／
６
㈯

●
費
用　

４
万
２
、０
０
０
円

エ
ク
セ
ル
資
格
取
得
コ
ー
ス2007

対
応（
４
カ
月
）

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
月･

木
曜
日　

19
時
～
21
時　

10
／
１
㈪

●
費
用　

４
万
２
、０
０
０
円

ワ
ー
ド
初
心
者
向
け
教
室
（
１
カ
月
）

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火･

金
曜
日　

18
時
30
分
～
20
時
30
分　

９
／
25
㈫

●
費
用　

１
万
５
、０
０
０
円

は
じ
め
て
の
は
が
き
作
成
（
１
カ
月
）

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火･

金
曜
日

18
時
30
分
～
20
時
30
分　

10
／
26
㈮

●
費
用　

１
万
５
、０
０
０
円

は
じ
め
て
の
エ
ク
セ
ル
（
１
カ
月
）

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火･

金
曜
日

18
時
30
分
～
20
時
30
分　

11
／
27
㈫

●
費
用　

１
万
５
、０
０
０
円

【
日
商
３
級
対
策
経
理
事
務
科
（
４
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火･

木
曜
日　

19
時
～
21
時　

10
月
16
日
㈫

●
費
用　

３
万
５
、０
０
０
円

【
洋
裁
科
（
６
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

①
毎
週
木
曜
日　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

　

10
月
４
日
㈭

②
隔
週
土
曜
日　

９
時
～
13
時　

　

10
月
13
日
㈯

●
費
用　

①
４
万
円　

②
２
万
円

【
手
編
科
（
１
年
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火
曜
日

10
時
～
15
時　

10
月
２
日
㈫

●
費
用　

５
万
円

【
着
付
科
（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
木
曜
日

朝
の
部　

10
時
～
12
時　

10
月
４
日
㈭

昼
の
部　

13
時
～
15
時　

10
月
４
日
㈭

夜
の
部　

19
時
～
21
時　

10
月
４
日
㈭

●
費
用　

１
万
１
、０
０
０
円

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科（
６
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

①
隔
週
金
曜
日　

９
時
～
12
時

　

10
月
５
日
㈮

②
隔
週
土
曜
日　

９
時
～
12
時

　

10
月
13
日
㈯

●
費
用　

２
万
１
、０
０
０
円

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　

☎
23

−

２
３
１
６

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

健
康
ラ
イ
フ
教
室
（
全
３
回
）

　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
市
民
を
対
象

に
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
康
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
血
圧
や
血
糖
値
、
中

性
脂
肪
な
ど
が
高
め
の
人
は
、
早
め
に
生

活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
・
場
所
・
内
容

10
／
１
㈪　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）

検
査
値
（
ち
ょ
っ
と
高
め
）
は
赤
信
号

10
／
11
㈭　

９
時
30
分
～
13
時

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
1
階
）

美
味
し
く
食
べ
て
生
活
習
慣
病
予
防
（
調
理
実
習
）

10
／
31
㈬　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

中
央
公
民
館

自
宅
で
継
続
で
き
る
運
動
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

●
定
員　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
参
加
費　

無
料

※
調
理
実
習
は
材
料
代
１
０
０
円
が
必
要

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

10
／
10
㈬　

10
時
～
13
時
30
分　
　

コ
ル
ネ
、
グ
ラ
タ
ン
パ
ン

10
／
24
㈬　

10
時
～
13
時
30
分　
　

ア
ッ
プ
ル
ポ
ッ
プ
、
パ
ー
カ
ー
ハ
ウ
ス

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

●
定
員　

各
12
人

●
費
用　

１
回
当
た
り
２
、５
０
０
円

※
材
料
費
、
軽
食
、
飲
み
物
代
含
む

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

☎
58

−

２
０
８
８
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広 告

INFORMATION

健
康
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

９
月
14
日
㈮　

15
時
～
16
時

●
場
所　

三
州
病
院
３
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
室
（
花
繰
町
）

●
内
容　

緩
和
ケ
ア
の
お
話

●
定
員　

50
人　

※
要
申
し
込
み

　

三
州
病
院　

☎
22

−

０
２
３
０

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座

健
や
か
に
生
き
る
（
無
料
）

●
日
時　

９
月
27
日
㈭　

14
時
～
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
教
育

研
修
棟

●
内
容　

生
き
生
き
長
寿
を
求
め
て
、
み

ん
な
で
歌
お
う

●
定
員　

先
着
80
人
（
申
し
込
み
不
要
）

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域
医
療

連
携
室　

☎
23

−

４
１
１
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
自
主
事
業

【
お
は
ぎ
（
他
1
品
）
作
り
】

●
日
時　

９
月
23
日
㈰　

10
時
～
12
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

20
人
（
親
子
で
の
参
加
も
可
）

●
材
料
費　

１
人
５
０
０
円

●
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
締
め
切
り　

９
月
19
日
㈬

【
着
付
け
教
室
】

　

着
物
の
着
付
け
の
基
本
と
、
名
古
屋
帯

で
の
お
太
鼓
結
び
を
学
べ
ま
す
。

●
日
時　

９
月
30
日
㈰　

13
時
～
15
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

10
人

●
参
加
費　

無
料

●
持
参
す
る
も
の　

肌
着
、
長
襦じ
ゅ
ば
ん袢
、
足

袋
、
伊
達
締
め
、
腰
ひ
も
（
４
～
５
本
）、

名
古
屋
帯
、
着
物
、
帯
ま
く
ら
、
帯
上
げ
、

帯
締
め

●
締
め
切
り　

９
月
26
日
㈬

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

−

２
０
０
１

き
ら
り
楽
習
教
室

　

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

【
ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
笑
い
ヨ
ガ
】　

全
６
回　

●
日
時
・
開
講
日　

第
１
・
３
水
曜
日

14
時
～
15
時
30
分　

10
月
３
日
㈬

●
場
所　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

●
費
用　

３
、３
０
０
円　

●
締
め
切
り　

９
月
24
日
㈪

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

−

４
０
８
０

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター	 ☎ 22-1659

９/24 ㈪
10 時～

いちごクラブ「えのぐあそび・ボ
ディペインティングをしよう！」
※２歳以上の親子

９/24 ㈪　
13 時 30 分～

赤ちゃんパーク・集いの日
対象：０・１歳の親子
「お誕生会・わらべ歌・絵本など」
場所：総合社会福祉センター

９/26 ㈬
10 時～

子育て広場「みんなであそぼう・
絵本の読み聞かせ・わらべ歌など」
場所：志和池地区公民館　

10/ １㈪
10 時～

ふたごの会「ふたご以上の子ども
の親子・妊婦さんの集いの場」

◆山之口子育て支援センター	 ☎ 57-3298
９/25 ㈫
10 時～

出前保育「ぽっかぽか」
場所：下富吉地区体育館

９/26 ㈬
秋の遠足　
※�詳細は支援センターに問い合わ
せください

10/ ２㈫
10 時 30 分～

公園で遊ぼう
場所：山之口運動公園

10/ ９㈫
10 時 30 分～

「散歩の日」
秋の実りを見つけよう！

◆山田子育て支援センター	 ☎ 64-3171
９/13 ㈭
10 時～

「にこにこ教室」親子で製作
※材料はセンターで準備します

９/20 ㈭
10 時 30 分～

「英語で遊ぼう！」
絵本・手遊び・ゲーム

９/26 ㈬
10 時～

「８、９月生まれ誕生会・親子で
リトミック」楽しいリズム遊び

10/ ７㈰
９時～

「運動会」山田中央保育所のお友
達と一緒に、運動会
※�要申し込み、詳細は問い合わせ
ください

10/18 ㈭
10 時～

「保育参加・離乳食・給食体験」
場所：山田中央保育所

※�ほかにもいろいろな行事があります。詳
しくは、各子育て支援センターに問い合
わせください
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広 告

■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

き
ら
り
体
験
教
室

　

５
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
冷
暖
房
費
・
ピ
ア
ノ
使

用
料
は
別
途
必
要
で
す
。

【
親
子
de
音
楽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
】
全
２
回

●
日
時　

10
月
６
日
㈯
・
20
日
㈯

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

小
松
原
地
区
公
民
館　

●
対
象　

３
才
～
５
才
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

●
費
用　

１
、６
０
０
円

●
締
め
切
り　

９
月
25
日
㈫

【
実
年
ピ
ア
ノ
（
導
入
編
）】
全
２
回

●
日
時　

10
月
５
日
㈮
・
19
日
㈮

　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分　

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

一
般
成
人
の
初
心
者

●
費
用　

１
、３
０
０
円

●
締
め
切
り　

９
月
25
日
㈫

【
和
裁
（
肌
着
・
ゆ
か
た
作
り
、
着
物
の

お
直
し
）】
全
６
回

●
日
時
・
開
講
日　

毎
週
火
曜
日

10
時
～
12
時　

９
月
25
日
㈫

●
場
所　

中
央
公
民
館　
　
　

●
費
用　

３
、３
０
０
円

●
締
め
切
り　

９
月
15
日
㈯

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

−

４
０
８
０

　
　
　
　
　

都
城
高
専
教
養
講
座

ビ
デ
オ
撮
影
の
ノ
ウ
ハ
ウ（
無
料
）

●
日
時　

９
月
15
日
㈯　

19
時
～

●
場
所　

都
城
高
専
専
攻
科
棟
２
階

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
定
員　

１
０
０
人

　

都
城
高
専
吉
井
千
周
研
究
室　

　
　
　

☎
47

−

１
２
５
９

　
　
　

thiabzoo@
gm
ail.com

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

多
重
債
務
や
悪
質
商
法
な
ど
、
消
費
生

活
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

９
月
21
日
㈮　

13
時
～
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

７
１
５
４

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

●
対
象　

１
カ
月
～
１
歳
未
満

●
日
時　

９
月
25
日
㈫

●
受
付
時
間　

13
時
～
14
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
配

偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る
相
談

や
、
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

−

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

９
月
18
日
㈫　

14
時
～
16
時

◎
法
律
相
談

　

９
月
25
日
㈫�　

13
時
～
16
時

※�

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

７
１
５
７

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

９
月
20
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

都
城
保
健
所

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

　

都
城
保
健
所　

☎
23

−

４
５
０
４
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広 告

INFORMATION

成
年
後
見
・
相
続
な
ど
の
無
料
相
談

　

成
年
後
見
や
相
続
な
ど
に
つ
い
て
専
門

の
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

９
月
29
日
㈯　

　
　
　
　

９
時
30
分
～
17
時　

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

㈳
テ
ミ
ス
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
80

−

４
２
９
５

く
ら
し
の
法
律
相
談
会（
無
料
）

●
日
時　

10
月
13
日
㈯

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

遺
言
、
交
通
事
故
、
賃
貸
借
、

成
年
後
見
な
ど
、
暮
ら
し
の
身
近
な
相
談

　

行
政
書
士
会
都
城
支
部

　
　

☎
25

−

３
２
４
０

全
国
一
斉
！　
法
務
局
休
日
相
談
所

　

法
務
局
や
公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
が
取
り
扱
う
業
務
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
日
時　

９
月
23
日
㈰

10
時
～
16
時
（
最
終
受
付
15
時
30
分
）

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

宮
崎
地
方
法
務
局
総
務
課　

　
　

☎
０
９
８
５

−

22

−

５
１
２
５

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

０
９
４
４

【
子
宮
頸け
い

が
ん
検
診
】

●
対
象　

20
歳
以
上
の
奇
数
年
生
ま
れ
の

女
性
（
平
成
３
年
、
元
年
、
昭
和
63
年
）

●
日
程
・
場
所

10
／
16
㈫
①
沖
水
地
区
公
民
館

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
／
18
㈭
①
山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

②
山
之
口
地
区
公
民
館

●
受
付　

①
９
時
～
10
時

　
　
　
　

②
13
時
30
分
～
14
時
30
分

●
定
員　

各
１
２
０
人

●
検
診
料　

８
０
０
円

※�

70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、

保
険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各

種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提

示
す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

設
立
の
認
証
申
請
に
関
す
る
縦
覧

　

申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
定
款
・
役
員
名

簿
・
設
立
趣
旨
書
・
事
業
計
画
書
・
収
支

予
算
書
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

●
団
体
名　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
　

し
ん
プ
ラ
ザ

●
縦
覧
期
間　

９
月
28
日
㈮
ま
で
の
８
時

30
分
～
17
時　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　
　

　
　

☎
23

−

２
４
３
１

が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

10
／
１
㈪
①
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

10
／
５
㈮
①
山
之
口
地
区
公
民
館

10
／
13
㈯
②
し
わ
ち
の
里

10
／
15
㈪
②
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

10
／
17
㈬
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付　

①
８
時
～
９
時

　
　
　
　

②
８
時
～
11
時

●
定
員　

各
48
人

●
検
診
料　

９
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

　

10
月
１
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
奇
数
年
生
ま
れ
の

女
性
（
昭
和
47
年
・
45
年
・
43
年
…
）

●
日
程
・
場
所

11
／
３
㈯
都
城
保
健
所

11
／
５
㈪
山
之
口
地
区
公
民
館

11
／
６
㈫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
／
７
㈬
山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

11
／
11
㈰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
／
12
㈪
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
受
付　

９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

●
定
員　

各
60
人

●
検
診
料　

２
、０
０
０
円
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■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す

●
ポ
リ
オ
と
は

　

風
邪
と
よ
く
似
た
症
状
で
す
が
、

ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
が
脊
髄
に
入
る

と
、
手
足
に
麻ま

ひ痺
が
残
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
予
防
接
種
を
受
け
重
症
化

を
防
ぐ
こ
と
が
大
事
で
す
。

●
予
防
接
種
の
変
更

　

予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
、
定
期

の
予
防
接
種
と
し
て
今
ま
で
集
団
接

種
で
行
っ
て
い
た
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
は
廃
止
に
な
り
ま
し

た
。
９
月
１
日
か
ら
は
、
不
活
化
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
指
定
医
療
機
関
で

予
防
接
種
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

●
こ
れ
か
ら
の
予
防
接
種
の
方
法

　

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
、
皮

下
に
注
射
す
る
皮
下
接
種
で
、
４
回

（
初
回
３
回
、
追
加
１
回
）
の
接
種

が
必
要
で
す
。
な
お
、
す
で
に
生
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
接
種
し
た
人

は
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
３

回
接
種
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◦
対
象
年
齢　

　

生
後
３
カ
月
～
90
カ
月
未
満

◦
接
種
料
金　

無
料

◦
実
施
場
所　

下
記
の
医
療
機
関

※�

医
療
機
関
へ
の
予
約
が
必
要

　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

医
療
機
関
名

連
絡
先

あ
き
と
内
科
胃
腸
科
☎
46

−

５
５
０
０

有
馬
医
院

☎
23

−

２
６
１
０

大
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
37

−

０
５
３
９

沖
水
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
27

−

５
６
５
６

仮
屋
医
院

☎
36

−

０
５
２
１

仮
屋
外
科
胃
腸
科
医
院
☎
25

−

７
７
１
２

共
立
医
院

☎
22

−

０
２
１
３

久
保
原
田
中
医
院

☎
22

−

７
７
０
０

ケ
イ
オ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
46

−

４
５
０
０

児
玉
小
児
科

☎
25

−

５
５
７
０

城
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
26

−

３
６
６
２

と
く
と
め
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
26

−

１
８
２
０

冨
田
医
院

☎
23

−

４
５
８
６

は
し
ぐ
ち
小
児
科

☎
24

−

５
５
０
０

早
水
公
園
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
36

−

６
１
１
７

原
田
医
院

☎
26

−

３
３
３
０

ふ
く
し
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
46

−

５
０
０
１

三
嶋
内
科

☎
24

−

７
１
７
１

柳
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
22

−

４
８
６
２

山
内
小
児
科
医
院

☎
22

−

０
０
４
８

志
々
目
医
院

☎
57

−

２
０
０
４

政
所
医
院

☎
58

−

２
１
７
１

教
山
内
科
医
院

☎
62

−

１
２
０
５

隅
病
院

☎
62

−

１
１
０
０

海
老
原
内
科

☎
64

−

１
２
１
１

山
路
医
院

☎
64

−

３
１
３
３

山
田
医
院

☎
64

−

２
８
１
６

た
け
し
た
こ
ど
も
医
院
☎
51

−

０
０
０
５

田
中
隆
内
科

☎
52

−

０
３
０
１

と
ま
り
内
科
外
科
胃
腸
科
医
院

☎
52

−

１
１
３
５

畠
中
小
児
科
医
院

☎
52

−

６
０
０
０

山
下
医
院

☎
52

−

１
３
４
８

交
通
事
故
被
害
者
支
援

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、
交
通

事
故
被
害
者
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
し
付
け
】

●
対
象　

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま

た
は
重
度
の
後
遺
障
が
い
が
残
っ
た
人

の
子
ど
も（
０
歳
～
中
学
校
卒
業
ま
で
）

で
、
そ
の
保
護
者
の
生
活
状
況
が
、
一

定
の
要
件
に
合
致
す
る
人

【
介
護
料
の
支
給
】

●
対
象　

自
動
車
事
故
で
、
脳
、
脊
髄
、

胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
重
度
の
後
遺

障
が
い
を
持
ち
、
常
時
ま
た
は
随
時
の

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
人

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
宮
崎
支

所　

☎
０
９
８
５

−

53

−

５
３
８
５

子
ど
も
・
子
育
て
応
援
基
金

み
や
こ
ん
じ
ょ
子
ど
も
ス
マ
イ
ル
助
成

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
寄
付
金

を
元
に
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
基
金
を

設
置
し
、
子
育
て
支
援
活
動
に
要
す
る

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

●
助
成
対
象　

市
内
で
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
や
、

新
規
で
実
施
予
定
の
団
体
の
事
業
費

※�

家
賃
、光
熱
水
費
、通
信
費
、人
件
費
、

予
備
費
な
ど
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

●
助
成
金
額　

上
限
目
安
額　

20
万
円

（
１
団
体
１
助
成
で
10
団
体
程
度
に
助

成
予
定
）

※
審
査
に
よ
り
減
額
さ
れ
る
場
合
あ
り

●
募
集
期
間　

９
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
市
社
会
福
祉
協
議

会　

☎
25

−

２
１
２
３

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
な
ど
の
被
害
防
止
対
策
用

電
気
防
護
柵
な
ど
の
購
入
費
助
成

●
事
業
実
施
年
度　

平
成
25
年
度

●
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
人

●
対
象
物　

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
用
電
気

柵
、
サ
ル
用
爆
音
機

●
補
助
金
額　

電
気
防
護
柵
ま
た
は
爆

音
機
の
購
入
経
費
の
10
分
の
６
以
内

●
そ
の
他　

平
成
25
年
７
月
に
配
布
予

定
。
申
請
数
に
よ
っ
て
は
選
考
あ
り

　

10
月
１
日
㈪
ま
で
に
森
林
保
全

課　

☎
23

−

２
１
５
２

差
し
押
さ
え
不
動
産
の
公
売

●
日
時　

11
月
13
日
㈫　

14
時
～

●
場
所　

市
役
所
西
館
５
階

　
　
　
　

１
号
委
員
会
室

●
物
件　

市
が
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

※�

物
件
は
９
月
６
日
㈭
以
降
に
納
税
課

に
掲
示
し
、
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

　

納
税
課　

☎
23

−

２
１
２
６
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INFORMATION

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は 17：00 まで
月日 医療機関名 電話番号
９/16
㈰

森山内科・外科クリニック（内） 21-5000
冨田医院（内・小） 23-4586
大橋クリニック（内・消・ﾘﾊ） 37-0539
都北鮫島クリニック（胃・内・外） 38-6060
いき形成外科ひふ科（形・皮） 45-0020
吹上耳鼻科（耳鼻） 21-4133
五反田歯科医院 24-8833

９/17
㈪

山内小児科（小） 22-0048
ケイオークリニック（内・小） 46-4500
みしま内科クリニック（内・循） 51-8100
柳田病院（脳・外） 22-4862
速見医院（泌） 24-8344
きたむら皮膚科クリニック（皮・ｱﾚ） 38-7300
コダマ歯科医院 62-0108

９/22
㈯

村上クリニック（循・内） 25-2700
黒松病院（内） 38-1120
海老原内科（内・小） 64-1211
西平外科（外・胃） 25-5551
花房医院（泌） 25-1177
岩下耳鼻咽喉科 51-1187
きんじょう歯科医院 38-0120

９/23
㈰

城南病院（小・内） 26-3662
信愛医院（外・内） 39-0800
竹田内科（内） 38-1036
吉松病院（外・整） 25-1500
はまだクリニック（外・胃・肛） 45-2266
西元眼科（眼） 25-8888
シゲシロ歯科医院 24-7833

９/30
㈰

三嶋内科（内） 24-7171
原田医院（内・小・外） 26-3330
あきづき医院（内・心内） 36-0534
石井皮膚科（皮） 23-4588
一心外科（外・胃・肛門・内） 52-7788
中山産婦人科（産・婦） 23-8815
柴田歯科医院 26-5858

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認して
ください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局
９/16 ㈰ ひむか24時、サンエイ、友愛、ひむか都城

トロン年見、ひむか三股
９/17 ㈪ ふれあい庄内、東町、ケーアイ吉尾
９/22 ㈯ アート、さくら
９/23 ㈰ さくら都城、上町おおた、中原町
９/30 ㈰ 姫城、すずかけ、いざき、コアファーマシー

み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ

土
地
開
発
公
社
有
地
の
公
売

●
公
売
予
定
地
・
地
目
（
面
積
）

①
高
崎
町
大
牟
田
字
新
田
１
２
５
９
番
３

宅
地
（
７
２
６
・
36
平
方
㍍
）

最
低
売
却
価
格
１
、０
１
０
万
円

②
五
十
町
２
２
９
５
番
ほ
か
９
筆

畑
ほ
か
（
１
１
、８
８
０
・
11
平
方
㍍
）

最
低
売
却
価
格
８
、８
９
０
万
円

③
大
岩
田
町
５
７
６
８
番
１

畑
（
９
６
８
平
方
㍍
）

最
低
売
却
価
格
３
９
７
万
円

④
都
原
町
３
３
３
７
番
３

畑
（
１
、９
６
９
平
方
㍍
）

最
低
売
却
価
格
５
９
１
万
円

●
入
札
日
時

①
は
９
月
28
日
㈮　

10
時
～

②
～
④
は
12
月
３
日
㈪　

10
時
～

●
入
札
場
所　

土
地
開
発
公
社
会
議
室

※
市
役
所
八
幡
町
別
館
内（
旧
法
務
局
）

●
申
し
込
み
期
限　

①
は
９
月
21
日
㈮

②
～
④
は
11
月
26
日
㈪

●
入
札
に
必
要
な
も
の　

契
約
保
証
金

（
落
札
金
額
の
10
㌫
以
上
の
現
金
）、
印

鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
持
参

　

土
地
開
発
公
社　

　
　
　

☎
23

−

０
５
７
２

が
ん
患
者
家
族
交
流
会

●
日
時　

９
月
15
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院　

　
　
　
　

１
病
棟
患
者
様
食
堂

●
内
容　

サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
が
ん

相
談
支
援
室　

☎
23

−

４
１
１
１

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
無
料
）

　

介
護
し
て
い
る
家
族
同
士
で
、
認
知

症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
日

頃
の
介
護
に
関
す
る
悩
み
や
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

10
月
６
日
㈯　

13
時
～

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

介
護
保
険
課

　
　
　

☎
23

−

３
１
８
４

が
ん
検
診
実
施
機
関
の
変
更

　

次
の
医
療
機
関
で
は
、
本
市
が
実
施

す
る
胃
が
ん
検
診
は
、
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
医
療
機
関
名　

山
路
医
院
（
山
田
町

山
田
）　

☎
64

−

３
１
３
３

清
掃
工
場
の
搬
入
規
制

　

定
期
点
検
整
備
の
た
め
、
次
の
期
間

は
草
、木
、剪せ
ん

定
く
ず
、事
業
系
の
布
団
、

粗
大
ご
み
（
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
畳
、
木
製

家
具
な
ど
）
の
搬
入
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
期
間　

10
月
９
日
㈫
～
11
月
13
日
㈫

　

清
掃
工
場　

☎
23

−

０
２
７
７

国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

訪
問
保
健
事
業

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
中
か
ら
抽
出
し
た
人
を
対
象
に
、

健
康
づ
く
り
や
療
養
の
仕
方
、
医
療
機

関
の
利
用
法
な
ど
に
つ
い
て
情
報
提
供

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
、
訪
問
保
健
事

業
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
案
内
文
書
を
郵
送
し

ま
す
。
後
日
、
市
が
委
託
し
た
㈱
保
健

支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
訪
問
日
を
調
整
す

る
た
め
の
電
話
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
年
金
課　

☎
23

−

２
６
３
４
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図
書
館
だ
よ
り

iyakonojo
imata

oo
hibushi
定住
自立圏見て　知って　ていじゅうじりつけん

みて しって Vol.5

◎
問
い
合
わ
せ

都
城
市
立
図
書
館　

☎
22－

０
２
３
９

高
城
図
書
館　
　
　

☎
58－

４
２
２
４

◎問い合わせ　都城島津邸�　☎23-2116

「和
わ だ

田合
か っ せ ん ず

戦図」
今回は、企画展「まもる武　たたかう武」で展
示している屏

びょうぶ

風「和田合戦図」を紹介します。こ
の屏風は、鹿児島藩の郷校であった明道館から明
道小学校へ引き継がれ、現在では都城市立美術館
で大切に保管されています。
和田合戦とは、鎌倉時代初期に御家人和

わだよ し も り

田義盛
が起こした反乱で、当時、幕府の実権を握ってい
た執権北

ほうじょうよしとき

条義時に対し、幕府の重臣であった和田
義盛が戦いを挑んだ様子が屏風に描かれています。
この屏風は、江戸時代初期に都城で絵師として
活躍した竹

たけのした

之下信
しんぜい

成の作品です。合戦のあった時
代の作品ではないのにもかかわらず、鎌倉時代の
武将が身にまとっ
た大

おおよろい

鎧や星
ほしかぶと

兜が描
かれていて、当時
の合戦の様子を知
る手掛りになりま
す。

今回は、都城市を紹介します。
宮崎県内初の公立美術館
都城市立美術館は、昭和56年に宮崎県内で最初
の公立美術館として開館しました。都城や隣接地
域にゆかりのある作品を数多く収蔵し、中でも、
山内多門の「金剛山」や山田
新一の「湖上客船」は当館を
代表する作品です。
９月14日から30日までの17
日間、当館で都城市美術展覧
会を開催します。力作ぞろい
の作品をお楽しみください。

絵具が絵画に変わる場所、制作の秘密が見えてきます
特別展「巨匠たちのパレット展」を10月20日か
ら11月25日まで開催します。梅原龍三郎、安井曾
太郎、ピカソ、ダリなどのパレットや絵画を展
示。使い込まれたパレットからは、作家が作品に
注いだ情熱や作家の個性などを感じることができ
ます。ぜひ、美術館でその魅力を体感ください。

◎問い合わせ　経営戦略課�　☎23-2115　美術館　☎25-1447

9
月
16
日
→
10
月
15
日

都城市立図書館　●休館日／９月17日・18日・22日・24日
　　　　　　　　　　　　　10月１日・４日・８日・９日・15日
高城図書館　　　●休館日／９月16日～18日・22日・25日、10月２日・８日・９日

●開館時間／9：30～18：50

●開館時間／9：30～18：00

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会
（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
９
月
15
日
㈯　

19
時
30
分
～
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

国
際
交
流
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会

●
９
月
26
日
㈬　

15
時
～

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン
　
読
み
聞
か
せ
会

●
９
月
29
日
㈯　

11
時
～

「
芭
蕉
の
杖
跡
　
お
く
の
ほ
そ
道
新
紀
行
」

森
村
誠
一
（
著
）
角
川
マ
ガ
ジ
ン
ズ
（
出
版
）

芭
蕉
の
代
表
作
で
も
あ
り
、
謎
も
多
い
と
さ
れ
る
「
お
く

の
ほ
そ
道
」。
１
、８
０
０
㌔
も
の
旅
程
を
１
４
０
日
あ
ま

り
か
け
て
歩
き
通
し
た
芭
蕉
の
情
熱
を
、
作
家
の
森
村
誠

一
が
た
ど
り
な
が
ら
そ
の
謎
に
迫
り
ま
す
。

「
消
え
た
恐
竜
の
な
ぞ
」

大
野
太
郎
（
漫
画
）
真
鍋
真
（
監
修
）
集
英
社
（
出
版
）

今
か
ら
約
６
千
５
百
万
年
前
に
滅
び
た
と
さ
れ
る
恐
竜
。

し
か
し
、
哺
乳
類
や
爬
虫
類
は
絶
滅
を
逃
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
恐
竜
た
ち
は
突
然
姿
を
消
し
た
の
か
、
学
習
漫
画

で
そ
の
謎
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
９
月
27
日
㈭　

11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会  

●
10
月
13
日
㈯　

14
時
30
分
～

　

内
容　

ラ
イ
オ
ン
の
め
が
ね
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このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
政
は
が
き
で
も
可
）

今月号を読んでのわたしの一言

国
際
交
流
員
の
ひ
と
り
ご
と

ク イ ズ広	報

問

問

問

答

答

答

花火の夏Vol.81

①９月１日は「○○の日」。災害への備えは
大丈夫？

②現在、市内には自治公民館が○○○館あり、
地域の中心となっています

③あなたのこの夏の思い出は？（自由回答）
　

管尹莉（カンインリ）さん（中国）Vol.2

　日本に来てからまもなく５カ月になります。振り
返ってみると、生活になじむのに一生懸命だった
４月、仕事がどんどん入ってきた５月、梅雨を過
ごした６月、とにかく暑かった８月でした。そして、
７月は花火が楽しかったです。
　中国で花火が見られるのは毎年除夜だけです
が、その時は爆竹も鳴らしているので、爆竹が怖
い私はなかなか花火を楽しめません。国の行事な
どで花火が上がることもありますが、ほとんどテ
レビで見るしかなく、花火を間近に見るのは本当
に意外な喜びです。
　都城で最初に花火を見たのは、ある夜、一人
で歩いて温泉から帰っていたときです。打ち上げ
られた花火に暗かった道を明るくしてもらったそ
の幸せは、一生忘れられません。また、おかげ
祭りの夜、山車を押して疲れた仲間たちと神柱公
園の川辺で休んでいた時に、近くから打ち上げら
れた花火を見上げると、自分の頭
上に花が咲いたような感じで、す
ごく興奮しました。
　来年の７月も、花火を見るため
に都城市に来たいです！
◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

  
● 
連
日
、
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
る
「
飲
酒
運
転
の
検

挙
者
」
が
多
い
の
に
驚
き
ま
す
。
と
て
も
危
険
な
飲

酒
運
転
。
本
当
に
根
絶
し
た
い
で
す
ね
。

（
上
水
流
町　

ウ
ル
ト
ラ
の
母
さ
ん
）

● 

夫
が
定
年
に
な
り
、
国
保
に
加
入
し
ま
し
た
。
毎
月

の
保
険
税
の
支
払
い
は
あ
り
ま
す
が
、
病
院
に
か
か

る
機
会
も
多
く
な
り
、
３
割
負
担
で
済
む
国
保
を
あ

り
が
た
く
思
う
日
々
で
す
。

（
年
見
町　

Ｍ
さ
ん
）

● 

熱
中
症
に
な
り
、
あ
ら
た
め
て
規
則
正
し
い
生
活
の

重
要
性
を
感
じ
る
と
と
も
に
、「
医
療
費
節
減
の
ポ
イ

ン
ト
」
が
身
に
染
み
ま
し
た
。

（
高
崎
町
大
牟
田　

Ｍ
・
Ｔ
さ
ん
）

● 

「
あ
な
た
も
今
日
か
ら
節
電
の
プ
ロ
に
」
を
読
ん
で
、

い
ろ
い
ろ
な
人
の
節
電
方
法
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

一
人
一
人
の
小
さ
な
節
電
が
、
み
ん
な
の
生
活
を
支

え
る
取
り
組
み
に
な
る
の
で
す
ね
。

 （
高
城
町
石
山　

Ｓ
Ｔ
さ
ん
）

● 

西
日
本
最
大
の
囲
碁
大
会
で
別
府
拓
朗
君
が
優
勝
し

た
と
の
こ
と
。
大
人
で
さ
え
も
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い

人
が
多
い
中
で
の
快
挙
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
ま
す

ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

 （
上
水
流
町　

Ｊ
・
Ｓ
さ
ん
）



施設案内施設案内
今月の 読者プレゼント

都城市役所	秘書広報課	行
（広報	都城	No.81	2012年９月号）

商品提供事業者

【都城焼肉カーニバルチケット２人分�２組】

㈳�都城観光協会
（都城駅構内）
☎ 23-2460
10月６日㈯開催予定の都城
焼肉カーニバルで、地元特
産の牛肉や豚肉、鶏肉をぜ
ひご賞味ください。皆様の
ご来場をお待ちしています。

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や９月号を読んだ感想を書い
て、〒885−8555　秘書広報課まで。正解者の中から、
抽選で２人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　９月28日㈮　当日消印有効
◎発表　本紙 11 月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集し
ています。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください

◎７月号クイズの結果【応募総数 34通】
　★正解／①アルコール　②美化　③自由回答
◎７月号当選者　川畑　利範さん（大王町）
　　　　　　　　永野　ミヤさん（高城町大井手）

■美術館（姫城町）� ☎25-1447
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
10月１日㈪～19日㈮までは展示替作業のため休館
※�９月22日㈯、10月６日㈯・７日㈰・13日㈯・14日㈰
は、住民票などの発行はできません
◎第59回都城市美術展覧会　～９月30日㈰
■都城歴史資料館（都島町）� ☎25-8011
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）　
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
10月９日㈫～11日㈭までは薫蒸作業のため休館
◎企画展「漆のお道具と掛軸（土持寿吉コレクション）」
　９月22日㈯～12月24日㈪

■たちばな天文台（高崎町）�� ☎62-4936
開館時間　10：00～15：00　
　　　　　��㊎㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎中秋の名月観賞会　９月30日㈰　19：00～

■旧後藤家商家交流資料館（高城町）� ☎58-6900��
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■高城郷土資料館（高城町）� ☎58-5963
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■山之口弥五郎どんの館（山之口町）� ☎57-3713
開館時間　９：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■人形の館（山之口町）� ☎57-5295
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※10月２日㈫・３日㈬は臨時休館

■都城島津邸（早鈴町）� ☎23-2116
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」　小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」　一般210円
　　　　高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎島津伝承館企画展　「まもる武　たたかう武」
　～９月30日㈰　※期間中、小・中学生は無料

※９月16日～10月15日の日程



インフォメーション

今月の表紙

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内

市の提供番組紹介

■ BTV ケーブルテレビ
　（デジタル111ch、アナログ５ch）
　※毎回10 分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　①	６：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

■MRT ラジオ（AM放送 936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
■シティエフエム都城（FM放送 76.4MHz）
　「インフォメーション M」　毎週：月～金曜日
　９：49 ～９：54、15：54 ～ 15：59（再）

都城市現住人口

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎ 23-7140

８月は、深夜までのオリンピック観戦で、眠い目を
こすりつつ仕事や勉強に励んだ人も多いのでは

ないでしょうか。特に女子のバレーやサッカー、水泳
の男子メドレーリレーなど、選手の絆が生んだメダルが
印象的でした。個人的には、惜しくもメダルに届かなかっ
たものの、ベスト４入りを果たした男子サッカーには、
正直驚かされました。オリンピックが終わり、次はサッ
カーワールドカップの最終予選が再開されます。後輩た
ちに触発されて、あっさりと突破して欲しいですね。（知）

イベントカレンダー（９月16日～10月15日）
※【　】内は場所、問は問い合わせ先　

都城市エリア

９
月
22日㈯　12：00～21：30
山田のかかし村まつり【一堂ヶ丘公園】
問�山田総合支所産業振興課　☎ 64-1111

10
月

６日㈯　11：00～21：00
都城焼肉カーニバル【観音池公園】
問�都城観光協会　☎ 23-2460

８日㈪　 9：00～16:00
道の駅山之口　秋の感謝祭【道の駅山之口】
問�道の駅山之口　☎ 57-5222

15日㈪～19日㈮　12：20～12:50
ロビーコンサート300回記念week
【市役所西館１階ロビー】
問�秘書広報課　☎ 23-3174

環霧島エリア

９
月

22日㈯　10：00～
皇子原公園ヒガンバナまつり【皇子原公園】
問�高原町観光協会　☎ 0984-42-4560

30日㈰　10:00～
小林駅100周年祭【小林駅周辺】
問�同実行委員会　☎ 0984-23-7888

高原町

小林市

美しく幻想的な装置、躍動感あふれるダンスを楽しみながら、
心豊かになれるひとときが待っています！

※３歳以上有料、３歳未満入場不可。子ども券は高校生以下
　託児サービスあり（有料／要申し込み）

●日時　10月20日㈯
　　　　 開演18:30（開場18:00）
●料金　〔全席指定〕			Ｓ席大人 4,000 円　子ども 2,000 円
　　　　　　　　　			Ａ席大人 3,000 円　子ども 1,500 円

●日時　９月30日㈰
　　　　		開演 13:30（開場 12:30）
●入場料　前売券　1,000 円
　　　　　当日券　1,200 円　
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎ 26-7770

ウエルネス交流プラザ歌の祭典

プラザ歌まつり
歌うことが大好きな方々が、自慢
の歌を披露します。
ゲストに、「おやじの瀬戸内海」
が人気上昇中の谷口修三さんをお
迎えして、感動の舞台をお届けし
ます。

　市内のリンゴ園でオープン
に合わせ、幼稚園児らを招待し
てリンゴ狩りが行われました。
１ha の園内にはつがるやふじ
など、10 種類のリンゴ約 550
本とナシやブドウなどが植え
られていて、長雨の影響も少な
く、実は大きく育ち味も上々。
園児らは先生の手助けをもら
いながら、赤く色付いたリンゴ
を両手でもぎ取り、一足早いリ
ンゴ狩りを楽しみました。

両手いっぱいの大きなリンゴ

平成24年８月１日現在 前月比

世  帯  数 70,405世帯 （−209）

人口総数 168,021人　 （ − 31）

男 78,759人　 （ 10）

女 89,262人　 （− 41）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です
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